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米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
は
10
日
、
米

国
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
搭
乗
前

に

受

け

たC
O

V
ID

-19

検

査
の
陰
性
証
明
書
ま
た
は

C
O

V
ID

-19

か
ら
の
回
復
を

証
明
す
る
書
類
の
提
示
義
務

を
、
12
日
午
前
０
時
1
分
︵
米

国
東
部
時
間
︶
に
廃
止
す
る
と

発
表
し
た
。
国
内
で
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬
が
普
及
し
、
重
症
化

や
死
亡
の
リ
ス
ク
が
下
が
っ
て

い
る
事
を
受
け
﹁
流
行
が
新
た

な
段
階
に
入
っ
た
﹂
と
水
際
対

策
変
更
の
理
由
を
説
明
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
２
０
２
１
年
１
月

か
ら
、
米
国
に
飛
行
機
で
入
国

す
る
2
歳
以
上
の
全
て
の
渡
航

者
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
米
国
へ
の

フ
ラ
イ
ト
出
発
前
に
受
け
た 

C
O

V
ID

19 

検
査
の
陰
性
証
明

書
を
航
空
会
社
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

　

今
後
ア
メ
リ
カ
入
国
時
に
必

要
な
も
の
は
、
①
ワ
ク
チ
ン
接

種
完
了
の
証
明
書
の
提
示
︵
市

民
権
、
永
住
権
、
18
歳
未
満
な

ど
は
対
象
外
︶
と
、
②
米
国
滞

在
時
の
連
絡
先
等
の
情
報
登
録

の
み
と
な
る
。
米
国
に
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
︵
ビ
ザ
免
除
プ
ロ
グ
ラ
ム
︶・

非
移
民
ビ
ザ
で
入
国
す
る
場
合

は
従
来
通
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
・
宣
誓
書
の
提
示
が
必
要
。

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
／
非
移
民
ビ
ザ
で
も

18
歳
未
満
の
場
合
は
ワ
ク
チ
ン

コ
ス
プ
レ
の

私
も
表
現
者

タイムズスクエア

観
光
客
と
の
写
真
撮
影
は
合
法スパイダーマンのポーズを取るタイソンさん（10 日、写真・三浦良一）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
乗
り
越
え
つ
つ
、
再
び
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
活
気
が
戻
っ

て
き
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
で
は
、
観
光
客
が
ミ
ッ
キ

ー
マ
ウ
ス
や
ス
パ
イ
ダ
ー
マ

ン
、
バ
ッ
ト
マ
ン
な
ど
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
着
ぐ

る
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と

記
念
撮
影
す
る
光
景
も
戻
っ
て

き
た
。

　

人
気
ア
ニ
メ
の
コ
ス
プ
レ
を

公
共
の
場
で
す
る
こ
と
自
体
は

法
的
に
問
題
は
な
く
、
ま
た
記

念
写
真
の
撮
影
も
、
撮
る
人
と

撮
ら
れ
る
人
と
の
間
で
合
意
が

あ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
代
価
と

し
て
の
チ
ッ
プ
の
受
け
渡
し
は

自
由
で
合
法
だ
。
た
だ
、
問
題

に
な
る
の
は
、
強
引
な
撮
影
の

勧
誘
や
、
有
料
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
ず
に
写
真
撮
影
に
応

じ
た
者
が
、撮
影
後
に
料
金︵
５

ド
ル
か
ら
10
ド
ル
︶
を
求
め
ら

れ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
は
あ
る
よ
う
だ
。
過
去
に

は
逮
捕
者
も
出
て
、
営
業
許

可
を
取
る
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
と
い
う
声
の
高
ま
り
も
出

て
街
か
ら
一
掃
さ
れ
る
事
件

も
あ
っ
た
が
、
近
く
に
い
た

警
察
官
た
ち
も
﹁
パ
ブ
リ
ッ

ク
エ
リ
ア
で
の
表
現
の
自
由

は
、
ト
ラ
ブ
ル
さ
え
な
け
れ

ば
ま
っ
た
く
問
題
な
い
﹂
と

見
守
っ
て
い
る
。
ス
パ
イ
ダ

ー
マ
ン
の
タ
イ
ソ
ン
さ
ん

は
、
１
日
に
50
人
か
ら
多
い

時
で
１
０
０
人
く
ら
い
と
の

記
念
撮
影
に
応
じ
る
毎
日
だ

と
い
う
。

接
種
証
明
が
な
く
て
も
入
国
で

き
る
が
、
宣
誓
書
は
必
要
と
な

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
わ
ら

ず
米
国
入
国
後
3
〜
5
日
の
ウ

イ
ル
ス
検
査
が
Ｃ
Ｄ
Ｃ
よ
り
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
未
完
了
の
場
合
は
、
入

国
後
5
日
間
自
宅
な
ど
で
自
己

隔
離
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ

Ｃ
は
引
き
続
き
、
米
国
行
き
の

便
に
搭
乗
す
る
旅
行
者
は
、
出

発
の
3
日
以
内
に
ウ
イ
ル
ス
検

査
で
現
在
の
感
染
状
態
を
調

べ
、
体
調
の
悪
い
場
合
は
旅
行

を
控
え
る
よ
う
推
奨
し
て
い

る
。
ま
た
、
危
険
な
変
異
株
の

発
生
な
ど
状
況
が
変
わ
れ
ば
提

示
義
務
の
再
導
入
を
検
討
す
る

と
し
た
。　

　

日
本
航
空
も
全
日
空
も
同
日

か
ら
、
羽
田
空
港
や
成
田
空
港

な
ど
日
本
国
内
の
空
港
か
ら
米

国
に
向
け
て
出
発
す
る
便
に
搭

乗
す
る
乗
客
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
求
め
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
提
示
を
求
め
て
い
な
い
。

米
入
国
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
不
要

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
は
必
要

　

米
連
邦
上
院
の
超
党
派
グ
ル

ー
プ
が
12
日
、
新
た
な
銃
規
制

法
案
の
骨
子
に
合
意
し
た
。
上

院
議
員
数
は
民
主
、
共
和
が
50

対
50
の
同
数
だ
が
、
銃
規
制
の

慎
重
な
共
和
党
の
う
ち
10
人
が

賛
成
し
て
い
る
た
め
法
案
は
成

立
す
る
見
通
し
だ
。

　

法
案
で
は
、
①
21
歳
未
満
の

銃
購
入
者
に
対
す
る
身
元
調
査

の
厳
格
化
②
著
し
く
危
険
を
見

な
さ
れ
た
人
物
か
ら
銃
を
没
収

で
き
る
よ
う
に
州
政
府
を
支
援

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
学
校
の

安
全
対
策
に
資
金
援
助
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

︵
関
連
記
事
７
面
に
︶

米
の
新
銃
規
制
法

超
党
派
で
成
立
へ
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イ
ケ
メ
ン
男
子

服
飾
Ｑ
＆
Ａ

 ケン 青木

91

   

6
月
に
な
り
ま
し
た
。
陽
が

長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
今

の
時
期
、
御
家
族
で
夕
食
を
済

ま
せ
て
か
ら
で
も
外
へ
遊
び
に

お
出
掛
け
出
来
ま
す
。
私
も
子

ど
も
た
ち
が
小
さ
か
っ
た
頃

は
、
夕
食
後
に
移
動
式
の
遊
園

地
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
を
ブ
ラ
ブ

ラ
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
お

友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り

etc.

日
の
長
さ
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
た
も
の
で
し
た
。

　

日
本
の
よ
う
な
梅
雨
こ
そ
な

い
も
の
の
、
日
に
よ
っ
て
は
朝

晩
の
気
温
差
が
意
外
と
あ
っ
た

り
し
て
、
身
体
の
温
度
調
整
が

難
し
か
っ
た
り
す
る
時
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
時
に
男
性

諸
氏
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の

が
、
い
わ
ゆ
る
サ
マ
ー
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ん
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
居
り
ま
す
と
、
現

地
の
方
か
ら"sportcoat"

と

か"sports jacket"

と
い
っ

た
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

sport

，sporting

と
い
っ
た

言
葉
に
は
﹁
自
分
の
好
き
な
こ

と
に
夢
中
に
な
る
﹂
と
い
っ
た

意
味
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
特
に
19
世
紀
前
半
か

ら
中
盤
期
に
か
け
て
英
国
の
ア

ッ
パ
ー
ク
ラ
ス
に
お
い
て
顕
著

で
あ
っ
た
御
話
な
の
で
す
が
、

彼
ら
は
馬
に
乗
り
ま
す
。
釣
り

や
狩
り
を
し
ま
す
、
ま
た
自
然

の
中
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

夏
は
ス
カ
ッ
と
シ
ア
サ
ッ
カ
ー

も
し
ま
す
。そ
ん
な
時
に
着
る
、

ま
た
羽
織
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
こ

と
をsportcoat

と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ト

コ
ー
ト
、
ス
ー
ツ
の
上
着
と
は

例
え
ば
ポ
ケ
ッ
ト
の
あ
し
ら
い

方
が
異
な
り
、
パ
ッ
チ
・
ポ
ケ

ッ
ト
と
言
い
ま
す
が
、
共
布
を

張
り
付
け
の
ポ
ケ
ッ
ト
と
し

て
、
必
要
な
モ
ノ
を
入
れ
や
す

く
、
そ
し
て
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
ス

ポ
ー
テ
ィ
な
ム
ー
ド
を
も
演
出

し
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ト
の
生
地
に

つ
い
て
は
今
の
時
期
、
綿
や
麻

な
ど
様
々
な
素
材
、
生
地
が
あ

り
ま
す
が
、Seersucker

シ

ア
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
、
綿
素
材

で
縦
方
向
に"

縮
み"

が
入
っ

た
生
地
、
柄
は
主
に
数
ミ
リ
巾

の
ブ
ル
ー
×
白
、
紺
×
白
、
グ

レ
ー
×
白
な
ど
の
ス
ト
ラ
イ
プ

が
お
奨
め
で
す
。"

縮
み"

が

入
っ
て
い
る
こ
と
で
シ
ワ
に
も

な
り
に
く
く
サ
ッ
パ
リ
感
が
あ

り
、夏
場
に
適
し
た
生
地
で
す
。

上
着
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
も

良
い
で
す
が
、
同
じ
生
地
で
ス

ラ
ッ
ク
ス
も
お
求
め
に
な
ら
れ

て
ス
ー
ツ
と
し
て
着
用
さ
れ
て

も
ま
た
良
し
で
す
。
例
え
ば
、

ブ
ル
ー
×
白
の
シ
ア
サ
ッ
カ
ー

の
ス
ト
ラ
イ
プ
地
を
上
下
ス
ー

ツ
で
着
用
さ
れ
、
中
に
は
紺
無

地
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
足
元
は
茶

色
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
、
も
し
く
は

白
や
紺
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
の
ス
ニ
ー
カ
ー
、
と
い
っ
た

感
じ
で
組
み
合
わ
せ
て
い
た
だ

く
と
夏
場
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
サ

ッ
パ
リ
感
あ
る
大
人
の
男
性
の

ス
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
ボ
タ
ン
に
つ
い
て
も

明
る
い
茶
色
の
牛
の
角
の
ボ
タ

ン
や
、
白
い
蝶
貝
を
加
工
し
た

ボ
タ
ン
が
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
雰
囲

気
で
良
く
合
い
ま
す
よ
。

　

今
か
ら
お
お
よ
そ
百
数
十
年

前
、
当
時
は
大
英
帝
国
の
植
民

地
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
か
ら
同
国

自
慢
の
綿
生
地
の
業
者
が
、
急

速
に
経
済
が
盛
り
上
が
っ
て
き

た
ア
メ
リ
カ
に
売
り
込
み
に
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

中
に
シ
ア
サ
ッ
カ
ー
や
マ
ド
ラ

ス
・
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
生
地
が

あ
り
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
な
ど
の
紳
士
服
店
が
扱
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
英
国
で
は
こ
の
様
な
生
地

で
作
ら
れ
た
テ
イ
ラ
ー
ド
の
紳

士
服
は
な
く
、
そ
の
様
な
意
味

に
お
い
て
シ
ア
サ
ッ
カ
ー
の
服

は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
ラ
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ル
な
の
で
す
。
生
地
は
イ

ン
ド
製
で
し
た
が
、
生
地
の
名

の
由
来
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
、﹁
ミ

ル
ク
と
砂
糖
﹂
を
意
味
す
る
の

だ
そ
う
。面
白
い
で
す
ね(

笑)

。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
の

よ
う
な
気
が
。
そ
れ
で
は
ま
た

次
回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

　

ハ
ー
レ
ム
に
あ
る
Ｎ
Ｙ
市
立

大
学
コ
ー
エ
ン
図
書
館
付
属
ギ

ャ
ラ
リ
ー
︵
コ
ン
ベ
ン
ト
街

１
６
０
番
地
︶
で
７
月
１
日

︵
金
︶
ま
で
、
日
本
人
画
家
・

山
添
洋
の
個
展﹁
再
会
の
季︵
と

き
︶﹂
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

山
添
は
１
９
４
６
年
、
長
野

県
軽
井
沢
町
生
ま
れ
。
幼
少
の

頃
か
ら
画
才
に
恵
ま
れ
る
も
美

大
に
は
進
ま
ず
独
学
で
油
絵
を

習
得
。
同
地
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を

経
営
す
る
傍
ら
、
精
力
的
に
作

品
を
制
作
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
国

際
芸
術
大
賞
展
入
選
を
果
た
す

な
ど
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
得
意
の
題
材
は
風

景
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
２
度
目

と
な
る
同
展
で
は
、
伊
豆
下

田
、
中
国
・
九
寨
溝
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
、
カ
ナ
ダ
・
オ
カ
ナ
ガ

ン
湖
な
ど
世
界
各
地
で
描
い
た

風
景
作
品
全
20
点
が
並
ぶ
。
淡

い
朝
陽
で
紫
に
彩
ら
れ
た
名
峰

や
落
陽
に
照
ら
さ
れ
た
静
か
な

大
海
。
あ
る
い
は
、
逆
巻
く
海

流
や
水
面
の
き
ら
め
き
。
大
自

然
が
ふ
と
し
た
一
瞬
に
見
せ
る

色
彩
や
フ
ォ
ル
ム
の
つ
ぶ
や
き

を
山
添
の
絵
筆
は
も
れ
な
く
捉

え
、
観
る
者
に
新
た
な
気
づ
き

と
感
慨
を
残
す
。

　

会
場
の
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
は
、

日
本
に
も
ゆ
か
り
の
深
い
タ
ウ

ン
ゼ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
が
建
学
し

た
学
校
。
ハ
リ
ス
が
過
ご
し
た

伊
豆
下
田
の
夕
景
作
品
に
注
目

が
集
ま
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。　
　

︵
中
村
英
雄
︶

つ
ぶ
や
く
陽
光

山
添
洋
Ｎ
Ｙ
展

  「暁のマチェレプレ」油彩　20.8x17.9 inch

  

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

７
月
13
日
︵
水
︶
か
ら
夏
の
祭

典
﹁
サ
マ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・

シ
テ
ィ
﹂
の
一
環
で
無
料
の
野

外
映
画
を
上
映
す
る
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
８
月
ま
で
に
コ
ン
サ

ー
ト
、
踊
り
、
喜
劇
、
演
劇
な

ど
３
０
０
余
り
の
家
族
向
け
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

　

映
画
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
貸
し

出
す
。
主
な
上
映
作
品
は
﹁
ブ

エ
ナ
ビ
ス
タ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク

ラ
ブ
﹂︿
７
月
13
日
︵
水
︶
午

後
９
時
﹀、﹁
パ
リ
は
燃
え
て
い

る
か
﹂︿
21
日
︵
木
︶
午
後
10
時
﹀

＝
写
真
＝
、﹁
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ

︿
29
日
︵
金
︶
午
後
９
時
﹀
な
ど
。

映
画
会
場
の
入
場
は
先
着
順
で

予
約
は
い
ら
な
い
。
開
場
は
映

画
上
映
の
30
分
前
。
入
場
は
30

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ

か
ら
。
上
映
作
品
の
リ
ス
ト
や

コ
ン
サ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

詳
細
は
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照　

Sum
m

erfortheC
ity

.
org

野
外
映
画
を
上
映

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
13
日
か
ら

https://aantcinc.com/
https://www.rapidtest.nyc/
tel:2019438003
https://www.sakagura.com/eastvillage
http://kiku-ny.com
tel:9175773969
http://op-ed.jp


　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
中
断
し

て
い
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

の
﹁K

ajiki's A
rtist Show

 

〜
花
と
芸
術
の
祭
典
〜
﹂
が
10

月
４
日
︵
火
︶
に
第
10
回
目
が

開
催
さ
れ
る
。
そ
の
舞
台
装
飾

の
代
表
監
修
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
抜

擢
さ
れ
た
の
が
村
井
由
香
里

さ
ん
。
東
京
都
町
田
市
に
生

ま
れ
育
ち
地
元
の
学
校
か
ら

H
ealth

＆
ス
ポ
ー
ツ
学
院
を

卒
業
し
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格
を
持
つ
異
色
な
経
歴
の
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
東

京
で
Ｈ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

か
ら
結
婚
し
て
法
律
事
務
所
へ

勤
務
し
主
婦
、
子
育
て
と
日
常

生
活
を
こ
な
し
な
が
ら
も
独
時

に
趣
味
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
学
び
感
性
を
磨
い
て
き
た
。

　

こ
の
業
界
へ
の
飛
躍
の
き
っ

か
け
は
、
ハ
ワ
イ
で
の
長
女
の

結
婚
式
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
ブ
ー
ケ
、
メ
イ
ン

テ
ー
ブ
ル
や
全
て
の
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
制
作
し
独
自
に
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
経
験
。
以
来
フ
リ

ー
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
学
び
な
が
ら
フ
レ
ッ
シ

ュ
、プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ヒ
ュ
ー
ム
フ
ラ

ワ
ー
に
と
フ
リ
ー
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
。
現
在

は
一
般
社
団
法
人
日
本
伝
統
工

芸
つ
ま
み
細
工
協
会
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
て
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
と
融
合
さ
せ
た

独
自
の
世
界
観
を
披
露
し
て
い

る
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
も
オ
ン
ラ

イ
ン
に
頼
ら
ず
に
十
分
な
対
策

で
打
ち
合
わ
せ
や
レ
ッ
ス
ン
、

フラワーデザイナー

村井由香里

シリーズ 5

イ
ベ
ン
ト
に
と
人
と
人
の
心
の

ぬ
く
も
り
を
大
事
に
心
が
け
て

い
る
。
今
回
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
〜
花
と
芸
術
の
祭
典
〜
の

舞
台
装
飾
代
表
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
の
大
役
に
由
香
里
さ
ん
は

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
全
力
で
頑
張
り
た
い
﹂
と
持

ち
前
の
明
る
さ
と
輝
く
目
で
快

活
に
笑
い
話
を
し
て
く
れ
た
。

＊　

＊　

＊

村
井
由
香
里
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
町
田
市
出
身
。
町
田
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
﹃
ヴ
ィ
ラ
﹄
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
フ
ワ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
ロ
ビ
ー
の
総
合
装

飾
。
第
８
回
の
帝
国
ホ
テ
ル

﹃K
ajiki's A

rtist Show

﹄

フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ

ン
プ
リ
作
品
賞
受
賞
。
一
般
社

団
法
人
Ｋ
Ｊ
国
際
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
連
盟
所
属
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
フ
ラ
ワ
ー
ズ
提

携
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
一
般
社
団
法

人
日
本
伝
統
工
芸
つ
ま
み
細
工

ク
リ
エ
イ
タ
ー
︵
ボ
ン
ド
つ
ま

み
︶。
国
連
平
和
の
鐘
支
援
の

会
発
起
人
理
事
。
ス
タ
ジ
オ 

Flow
er  le ʻa  

代
表
。
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２
０
２
０
年
３
月
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

︵C
O

V
ID

-19

︶
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な

流
行
と
な
り
、
日
本
ク
ラ
ブ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
工
会
議

所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
は
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
、
過
酷
な
状
況
下
で
働
く

医
療
従
事
者
に
無
償
で
お
弁

当
を
差
し
入
れ
す
る
プ
ロ
ジ

ェ

ク

ト
﹁Let’

s Support 
C

O
V

ID
-19 Fighters! 

﹂
を

同
年
５
月
７
日
に
開
始
し
た
。

３
年
目
を
迎
え
た
今
年
の
６
月

初
頭
ま
で
に
配
達
し
た
お
弁
当

の
合
計
数
は
１
万
４
７
４
９
個

に
な
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
か

ら
医
療
従
事
者
の
み
な
ら
ず
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消

防
局
︵
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
︶、
そ
し
て

救
急
医
療
︵
Ｅ
Ｍ
Ｓ
︶
で
働
く

フ
ロ
ン
ト
ワ
ー
カ
ー
た
ち
に
も

お
弁
当
の
提
供
を
開
始
し
た
。

　

６
月
２
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
の
上

野
佐
有
会
頭
︵
前
日
本
ク
ラ
ブ

会
長
、
米
国
三
井
物
産
株
式
会

社
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
は
お
弁
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い

る
米
国
日
本
人
医
師
会
︵
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
︶
の
柳
澤
ロ
バ
ー
ト
貴
裕

医
師
と
と
も
に
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
西
１
０
０
丁
目
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
24
分
署
を
表
敬
訪
問
し

た
。
治
安
の
悪
化
が
進
む
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
。
そ
の
最
前
線
で

働
く
警
察
官
に
会
い
、
直
接
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
日
本
食

の
お
弁
当
を
届
け
た
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
は

今
年
度
も
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

継
続
し
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
ワ

ー
カ
ー
た
ち
を
食
で
サ
ポ
ー
ト

し
続
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
貢
献
し
て
い

く
。
両
会
で
は
﹁
一
緒
に
日

本
食
の
お
弁
当
で
感
謝
と
応

援
の
気
持
ち
を
届
け
ま
せ
ん

か
﹂
と
日
系
社
会
に
呼
び
か

け
て
い
る
。
寄
付
は
随
時
受

け
付
け
て
い
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
n

ippon
clu

b.org/ev
en

t/
lets-support-healthcare-
w

orkers

を
参
照
す
る
。

コ
ロ
ナ
と
闘
う
人
々
へ

お
弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
続
く

Ｎ
Ｙ
最
前
線
を
支
援

日本クラブとJCCI

３年目、既に１万4749食配る

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜（終了）
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

NYPD24 分署にて。（1 番左前）柳澤ロバート貴裕医師、（右から 2 番目）上野佐有会頭

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://kj-artist.jp/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
に
面
し
た
ラ
イ
の
町
は
、
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
中
で
常
に
抜
群
の
人
気
を
誇
っ
て
い
る
住

宅
地
で
あ
る
。
海
沿
い
に
タ
ウ
ン
パ
ー
ク
が
あ
り
広
大
な
ビ
ー
チ

を
有
す
る
。

　

海
を
臨
み
な
が
ら
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
大

き
な
プ
ー
ル
で
涼
む
こ
と
が
で
き
る
ラ
イ
・
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ
は

ラ
イ
住
民
の
特
権
で
も
あ
る
。

　

瀟
洒
な
ラ
イ
駅
前
の
商
店
街
や
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
︵
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ

ン
ラ
イ
ン
︶
の
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
程
度
の
住
宅
街
に
あ
る
珍
し

い
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
形
態
の
分
譲
住
宅
。
建
物
の
二
階
と
三
階

部
分
を
占
め
る
デ
ュ

プ
レ
ッ
ク
ス
ス
タ
イ

ル
で
、
専
有
面
積
は

１
６
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
に
更
に
天
窓
の

つ
い
た
ボ
ー
ナ
ス
ル

ー
ム
が
あ
る
の
で
実

際
は
２
０
０
０
平
方

フ
ィ
ー
ト
を
優
に
超

え
る
。

　

4
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、

2
バ
ス
ル
ー
ム
、
キ

ッ
チ
ン
と
バ
ス
ル
ー

ム
は
近
年
改
装
済
。

ス
ト
レ
ー
ジ
ス
ペ
ー

ス
、
バ
イ
シ
ク
ル
ス

ト
レ
ー
ジ
が
別
途
込

み
で
、
二
台
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
の
外
で
は
木
漏
れ
日
あ
ふ
れ
る
共
有
の
パ
テ
ィ
オ
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
郊
外
生
活
を
堪
能
で

き
る
。

　

高
額
の
賃
貸
収
入
も
見
込
め
、
Ｔ
Ａ
Ｘ
、
コ
モ
ン
チ
ャ
ー

ジ
も
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
賃
貸
も
オ
ー
ナ
ー
が
自
由
に
で
き

る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
の
で
投
資
を
す
る
に
も
適
し
て
い

る
。
販
売
価
格
64
万
9
０
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

shoenrealty.
com

、
古
旗
︵
こ
ば
た
︶
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

　

不
動
産
大
手
ダ
グ
ラ
ス
エ
リ

マ
ン
に
よ
る
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
高
層
住
宅
の
家
賃
は
１
年
前

と
比
べ
る
と
25
％
以
上
値
上
が

り
し
、
賃
貸
家
賃
の
中
央
値
は

月
額
４
０
０
０
ド
ル
と
な
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
家

賃
の
上
が
り
は
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
住
ん
で
い
た
住
民
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
戻
っ
て
来
て

い
る
の
が
大
き
な
理
由
と
な
っ

た
。
学
校
と
仕
事
の
再
開
に
よ

り
多
く
の
人
々
が
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
５
月
の
空

室
率
は
１
・
８
％
と
昨
年
同
月

の
７
・
６
％
か
ら
大
幅
に
縮
小

し
た
。
こ
の
家
賃
高
騰
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
各
行
政
区
全

域
で
起
こ
っ
て
い
る
と
見
ら

れ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
中
央
値

家
賃
は
月
３
２
５
０
ド
ル
で
昨

年
比
18
％
上
昇
。
ク
イ
ー
ン
ズ

の
ア
ス
ト
リ
ア
や
フ
ォ
レ
ス
ト

ヒ
ル
ズ
な
ど
北
西
部
で
も
中
央

値
家
賃
は
２
９
５
０
ド
ル
と
昨

年
比
20
％
上
が
っ
て
る
。
米
国

で
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
に

金
融
引
き
締
め
に
よ
る
金
利
上

昇
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
上
昇

も
家
賃
上
昇
傾
向
に
拍
車
を
か

け
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

貸
し
や
す
い
人
気
の
街
、
ラ
イ
の
分
譲
住
宅

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
層
賃
貸
住
宅

家
賃
が
前
年
比
25
％
上
昇

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
南
沖
合
、

フ
ェ
リ
ー
で
ス
タ
ッ
テ
ン
島
に

行
く
途
中
、
自
由
の
女
神
と
反

対
の
左
側
に
見
え
る
島
が
、
ガ

バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
。
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
同
じ
く
フ
ェ

ガバナーズ島の４頭の羊

雑草駆除と観光に活躍

リ
ー
が
出
て
い
て
15
分
ほ
ど
で

到
着
す
る
夏
場
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
だ
。
同
島
の
広
大
な
敷
地
に

は
多
種
多
様
な
植
物
が
生
い
茂

る
が
、
島
中
心
部
の
ハ
モ
ッ
ク
・

グ
ロ
ー
ブ
で
は
、
昨
年
か
ら
羊

を
放
牧
し
て
い
る
。
同
森
区
域

の
雑
草
除
去
を
目
的
に
昨
年
か

ら
４
頭
を
飼
育
放
牧
し
て
い

る
。
フ
ラ
ワ
ー
、
サ
ム
、
イ
ブ

ニ
ン
グ
、
チ
ャ
ッ
ド
と
名
付
け

ら
れ
た
羊
は
、
昨
年
80
エ
ー
カ

ー
以
上
の
雑
草
を
取
り
去
る
の

に
貢
献
し
た
と
い
う
。
同
島
を

運
営
管
理
す
る
ガ
バ
ナ
ー
ズ
・

ア
イ
ラ
ン
ド
の
ク
レ
ア
・
ニ
ュ

ー
マ
ン
社
長
は
﹁
羊
が
来
る
前

は
従
業
員
が
雑
草
取
り
を
し
て

い
た
の
で
労
働
と
コ
ス
ト
削
減

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
﹂
と

話
す
。
夏
の
間
は
、
島
を
訪
れ

た
観
光
客
が
羊
を
見
る
体
験
ツ

ア
ー
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
govisland.org

　

を
参
照

http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
http://www.govisland.org%E3%80%80%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7
mailto:commercial@redacinc.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
“AASP スキル” の必要性（２）

　

前
回
は
米
国
で
は
教
育
界
の

み
な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界

で
も
人
前
で
効
果
的
に
話
す
ス

キ
ル
、
例
え
ば
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
相
手
を
う
ま
く

論
理
的
に
説
得
で
き
る
能
力

が
必
要
と
な
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、
﹁
明
確
か

つ
主
張
の
あ
る
自
主
的
発
言
﹂

を
構
成
す
る
い
わ
ゆ
る
﹁
Ａ

Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
﹂
〜
英
語
で

い
う
と
、
主
張
の
あ
る
発
言

(A
ssertive)

、 

明
確
な
発
言

(A
rticulate)

、
自
発
的
な
発

言(Self-selective) 

と
い
っ

た
三
つ
の
重
要
要
素
を
伴
う
発

言

参

加(Participation)

が

で
き
る
ス
キ
ル
が
必
修
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
や
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
か
ら
聞
こ

え
て
く
る
の
は
、
試
験
で
は
高

得
点
を
取
る
な
ど
優
秀
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
発
的
発

言
の
欠
落
や
討
論
で
の
寡
黙
性

の
た
め
、
日
本
人
を
含
む
東
ア

ジ
ア
出
身
学
生
ら
の
成
績
は
決

し
て
高
く
な
い
と
い
う
現
実
な

の
で
す
。
以
前
に
も
お
話
し
し

ま
し
た
が
、
日
本
人
学
生
は
伝

統
的
に
﹁
知
識
を
受
け
取
る
側
﹂

に
徹
す
る
傾
向
が
あ
り
、
自
信

や
主
張
に
欠
け
る
た
め
発
言
参

加
が
少
な
く
、
よ
っ
て
こ
れ
が

彼
ら
留
学
生
の
実
践
的
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
並
び
に
必
然
的

に
卒
業
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
文
脈

で
も
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
わ
け
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
日
本
人
学
生
は
米

国
の
よ
う
な
教
育
形
態
で
育
っ

て
き
て
い
な
い
の
で
、
受
動
的

な
言
動
は
致
し
方
な
い
と
言
え

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
で
は
現

在
様
々
な
問
題
や
理
不
尽
な
事

象
が
起
き
て
い
る
世
の
中
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
に
お
い
て

効
果
的
か
つ
毅
然
と
し
た
発
言

が
で
き
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
ま
ず
イ
ン
パ
ク
ト

に
欠
け
、
聞
き
手
に
も
真
意
は

伝
わ
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

も
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

現
状
で
は
、
国
際
舞
台
で
説
得

力
の
あ
る
発
言
が
で
き
る
日
本

人
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
が
育
成

日
本
人
大
学
生
の
授
業
内
発
言

参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
研
究

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
研
究
に
は
主
に
彼
ら
の
寡
黙

性
の
要
因
に
文
化
的
・
民
俗
学

的
な
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
英
語
教
育
学
か
ら

は
、
学
生
ら
の
自
主
性
で
な
く

﹁
状
況
的
提
案
﹂ 

や
﹁
教
員
の

手
法
﹂
に
よ
っ
て
、
い
か
に
学

生
の
発
言
を
引
き
出
す
か
と
い

う
研
究
が
多
く
を
占
め
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
日

本
の
大
学
で
行
わ
れ
た
英
語
討

論
ク
ラ
ス
内
に
お
け
る
観
察
研

究
で
の
状
況
的
提
案
で
は
、
日

本
人
学
生
５
人
に
対
し
て
外
国

人
留
学
生
１
人
と
い
う
対
比
が

﹁
最
も
理
想
的
な
発
言
参
加
環

境
﹂
で
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
教

員
の
﹁
手
法
的
提
案
﹂
と
し
て

は
小
グ
ル
ー
プ
討
論
で
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ー
ダ
ー
を
毎
回
交
代
さ

せ
、
リ
ー
ダ
ー
に
討
論
結
果
を

ク
ラ
ス
に
報
告
さ
せ
る
提
案
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
結
果

は
結
局
﹁
要
因
と
提
案
の
み
﹂

で
止
ま
っ
て
お
り
、
実
践
的
訓

練
の
導
入
を
し
て
そ
の
効
果
性

を
デ
ー
タ
に
取
っ
て
分
析
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

﹁
こ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
発
言
権
を
取

り
、こ
う
い
う
内
容
の
事
柄
を
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
発
言
す
る
ん

だ
﹂
と
い
う
実
践
訓
練
の
実
施

は
、
日
本
人
学
生
相
手
に
は
難

し
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
も
し
こ
の
よ
う
な
ス

キ
ル
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日

本
で
行
わ
れ
、
多
く
の
日
本
人

学
生
が
こ
の
ス
キ
ル
を
習
得
で

き
れ
ば
、
特
に
米
国
や
英
国
な

ど
英
語
圏
の
大
学
や
大
学
院
、

及
び
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
成
功
す
る

重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
回

触
れ
た
、
年
功
序
列
や
性
別
な

ど
の
社
会
背
景
の
違
い
か
ら
、

例
え
ば
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
文

脈
で
こ
れ
ら
の
ス
キ
ル
を
発
揮

す
れ
ば
、
﹁
う
る
さ
い
﹂
﹁
面
倒

く
さ
い
や
つ
﹂
な
ど
と
思
わ
れ

が
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
う
や
っ
て
﹁
出
る
杭
は

打
た
れ
る
﹂
が
続
い
て
き
た
結

果
、
正
当
な
強
い
意
見
を
持
つ

人
物
が
抑
え
ら
れ
て
き
て
い
る

現
実
が
あ
り
、
時
代
に
応
じ
た

必
要
な
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
生
産

性
や
効
率
性
が
低
く
、
女
性
の

社
会
参
加
に
至
っ
て
は
最
低
レ

ベ
ル
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
将
来
の
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
た
、

　

立
教
大
学
は
、
英
語
だ
け
で

学
位
が
取
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
大
学
説

明
会
を
25
日
︵
土
︶
午
後
２
時

か
ら
4
時
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁

目
49
番
地
11
階
︶で
開
催
す
る
。

こ
れ
は
日
本
語
の
経
験
が
無
く

て
も
、
４
年
間
す
べ
て
英
語
で

の
授
業
で
学
位 

︵
3
つ
の
学
部

お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
異
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際

経

営

法

／G
lobal Liberal 

A
rts Program

︶
が
取
得
可

能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
年
の

秋
か
ら
新
し
く
始
ま
る
。
米
国

で
生
ま
れ
育
ち
、
現
地
校
で
英

語
環
境
で
学
習
体
験
を
積
ん
で

き
た
生
徒
で
、
将
来
の
大
学
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
日
本
の
大

学
も
視
野
に
検
討
し
て
き
た
家

庭
に
と
っ
て
は
朗
報
だ
ろ
う
。

在
学
中
、
大
学
に
隣
接
す
る
日

本
語
の
セ
ン
タ
ー
で
の
日
本
語

取
得
の
機
会
も
あ
る
。
４
月
、

９
月
の
入
学
可
能
だ
。

　

説
明
会
の
対
象
は
、
米
国
在

住
の
高
校
生
、
保
護
者
、
高
校

で
進
学
指
導
を
担
当
す
る
カ
レ

ッ
ジ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
が
、

将
来
の
帰
国
受
験
を
考
え
、
興

味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
る
。
当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
詳
細
や
募
集
要
項
・
願
書

の
出
し
方
、
奨
学
金
な
ど
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
立
教
か
ら
の

説
明
会
参
加
者
は
松
原
宏
之
立

教
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
で

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
史
学
科
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
研
究
員
と
遠
山
京
子

立
教
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務

局
長
。
会
場
の
関
係
で
席
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
参
加
申
し

込
み
と
詳
細
の
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルkm

toyam
a@

rikkyo.ac.jp

　

遠
山
さ
ん
。

立教大学が説明会

英語だけで学位取得可
NY 日系人会で 25 日

mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
mailto:info@tsutech.com
https://www.roomstyle.design/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nykoshin.com
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日
本
入
国
時
に
必
要
な
出
国

前
72
時
間
以
内
の
検
査
証
明
書

の
様
式
︵
厚
生
労
働
省
所
定
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
︶
が
改
訂
さ
れ

た
。
検
査
証
明
書
に
記
載
す
べ

き
内
容
︵
任
意
様
式
︶
は
次
の

通
り
。
①
氏
名
、
②
生
年
月
日
、

③
検
査
法
、
④
採
取
検
体
、
⑤

検
体
採
取
日
時
、
⑥
検
査
結
果
、

⑦
医
療
機
関
名
、
⑧
交
付
年
月

日
。
証
明
書
は
、
日
本
語
ま
た

は
英
語
に
よ
り
こ
の
内
容
・
項

目
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
て
い
れ

ば
有
効
と
な
る
。
検
査
証
明
書

の
氏
名
、
生
年
月
日
が
パ
ス
ポ

ー
ト
と
異
な
る
場
合
は
原
則
無

効
と
な
る
の
で
確
認
す
る
。

　

検
査
証
明
書
の
新
様
式
の

詳
細
は
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
︵
水
際
対
策
・
出
国

前
検
査
証
明
書
︶https://

w
w

w
.m

h
lw

.g
o.jp/stf/

seisak
u

n
itsu

ite/b
u

n
-

y
a/0000121431_00248.

htm
l

を
参
照
す
る
。

　

Ｍ
ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
︵
成

田
国
際
空
港
、
羽
田
空
港
、
中

部
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
、

福
岡
空
港
か
ら
入
国
す
る
人
が

対
象
︶
を
利
用
す
れ
ば
、
円
滑

な
手
続
が
可
能
。
搭
乗
手
続
や

上
陸
時
に
は
、
所
定
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
利
用
し
て
も
書
類
確

認
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
任

意
様
式
を
使
用
す
る
場
合
に
は

内
容
確
認
の
た
め
に
更
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

　

詳
細
は
厚
生
労
働
省
・
水
際

対
策
・
必
要
な
手
続
き
︵
フ

ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
︶
と
書
類

https://w
w

w
.m

hlw
.go.

jp/stf/seisaku
n

itsu
ite/

b
u

n
y

a/b
ord

er_proce-
dure.htm

l

を
参
照
す
る
。

日
本
入
国
時
の
検
査
証
明

記
載
内
容
を
簡
素
化

　

小
田
原
潔
外
務
副
大
臣
は
、

６
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
及
び
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
。
外
務
省

に
よ
る
と
８
日
、
小
田
原
副
大

臣
は
、
安
保
理
会
合
で
対
北
朝

鮮
制
裁
決
議
案
が
中
国
及
び
ロ

シ
ア
の
拒
否
権
行
使
に
よ
り
否

決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
開
催
さ

れ
た
、
両
国
に
拒
否
権
行
使
に

関
す
る
説
明
を
求
め
る
国
連
総

会
会
合
に
出
席
し
た
。
小
田
原

副
大
臣
は
、北
朝
鮮
に
よ
る
核
・

ミ
サ
イ
ル
活
動
や
安
保
理
決
議

違
反
を
非
難
し
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
安
保
理
の
行
動
を
妨
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
拒
否
権
行
使
を

批
判
し
た
。

　

同
日
、
小
田
原
副
大
臣
は
、

国
連
安
保
理
非
常
任
理
事
国
選

挙
に
際
し
、
他
の　

立
候
補
国

と
共
同
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
共
催

し
、
石
兼
公
博
国
連
大
使
と
共

に
加
盟
国
に
最
後
の
働
き
か
け

を
行
い
、
翌
9
日
、
小
田
原
副

大
臣
は
、
安
保
理
非
常
任
理
事

国
選
挙
に
出
席
、
日
本
政
府
を

代
表
し
て
議
場
で
投
票
を
行
っ

た
。
日
本
は
、
各
国
の
支
持
を

得
て
、
２
０
２
３
年
１
月
か
ら

２
年
間
の
任
期
で
安
保
理
非
常

任
理
事
国
に
選
出
さ
れ
た
。

　

米
国
郵
政
公
社
は
７
月
10
日

か
ら
、
若
干
の
郵
便
料
金
値
上

げ
を
実
施
す
る
。
米
国
内
あ
て

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
40
セ
ン
ト
か

ら
44
セ
ン
ト
へ
、
１
オ
ン
ス
以

内
の
封
書
が
58
セ
ン
ト
か
ら
60

セ
ン
ト
で
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

メ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
ス
タ

ン
プ
が
２
セ
ン
ト
の
値
上
げ
と

な
る
。
ま
た
、
国
際
郵
便
︵
１

オ
ン
ス
以
内
︶
は
１
ド
ル
30
セ

ン
ト
か
ら
１
ド
ル
40
セ
ン
ト
と

な
る
。

　

米
国
郵
政
公
社
の
理
事
会
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
今
回
の
価

格
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
メ

ー
ル
価
格
を
約
６
・
５
％
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
２
月
末

時
点
の
労
働
統
計
局
の
年
間
イ

ン
フ
レ
率
７
・
９
％
よ
り
も
低

い
と
さ
れ
る
。
価
格
改
定
は
、

郵
便
規
制
委
員
会
︵
Ｐ
Ｒ
Ｃ
︶

か
ら
与
え
ら
れ
た
郵
政
公
社
の

価
格
設
定
権
限
の
適
切
な
運
用

を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
。
同

時
に
、
サ
ー
テ
ィ
フ
ァ
イ
ド
メ

ー
ル︵
配
達
証
明
書
付
き
郵
便
︶

や
マ
ネ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
手
数

料
、
郵
送
時
の
保
険
料
な
ど
の

価
格
調
整
も
行
わ
れ
る
予
定
。 

郵
便
料
金
値
上
げ
へ

７
月
10
日
か
ら
実
施

通
常
切
手
60
セ
ン
ト
に

在
外
選
挙
の
注
意
事
項

　

参
議
院
選
挙
の
在
外
投
票
が

23
日︵
木
︶か
ら
７
月
３
日︵
日
︶

ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館︵
パ
ー
ク
街
２
９
９
番
地
︶

で
行
わ
れ
る
。
公
館
投
票
は
、

同
期
間
中
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
、
平
日
、
週

末
共
に
実
施
さ
れ
る
予
定
。
日

本
で
の
投
票
は
７
月
10
日︵
日
︶

と
な
っ
て
い
る
が
、
在
外
投
票

は
日
本
の
不
在
者
投
票
に
準
じ

て
制
定
さ
れ
た
た
め
、
投
票
用

紙
を
日
本
国
内
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
日
ま
で
に
届
け
る

必
要
上
前
倒
し
で
実
施
さ
れ
、

締
め
切
り
が
１
週
間
早
い
。

　

公
館
投
票
に
持
参
す
る
も
の

は
﹁
在
外
選
挙
人
証
﹂
と
﹁
有

効
な
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
ま

た
は
米
国
の
自
動
車
運
転
免
許

証
や
外
国
人
登
録
証
な
ど
、
公

的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
。
在
外
選
挙

人
証
所
持
者
の
投
票
方
法
は
、

在
外
公
館
投
票
、
郵
便
投
票
、

日
本
国
内
に
お
け
る
投
票
の
う

ち
い
ず
れ
か
の
方
法
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
、
現
在
、
公
的
書
類
の

申
請
や
受
け
取
り
の
た
め
に
領

事
館
に
行
く
場
合
は
事
前
予
約

が
必
要
だ
が
、
在
外
投
票
す
る

場
合
は
予
約
は
必
要
な
い
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
証
明
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
も
必
要
な
い
。
マ
ス
ク
は
着

用
を
﹁
お
願
い
し
て
い
る
﹂
が
、

忘
れ
た
場
合
は
、
投
票
所
で
使

い
捨
て
の
マ
ス
ク
を
配
布
す

る
。

　

投
票
所
に
は
、
公
示
時
点
で

の
日
本
国
内
の
立
候
補
者
名
簿

が
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
各
候

補
者
が
ど
の
よ
う
な
選
挙
公
約

を
掲
げ
て
い
る
か
は
投
票
所
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
予
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
利
用
し
て
、
投
票
前
に

立
候
補
者
に
つ
い
て
調
べ
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で
投
票
23
日
か
ら

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
選
挙　

︵
11
月
︶
に
向
け
、
民
主
、
共

和
そ
れ
ぞ
れ
が
党
の
候
補
者
を

一
人
に
絞
る
予
備
選
挙
が
６
月

28
日
︵
火
︶
に
行
わ
れ
る
。

　

民
主
党
か
ら
は
キ
ャ
シ
ー
・

ホ
ー
ク
ル
現
知
事
︵
63
︶、
ト

ー
マ
ス
・
ス
オ
ジ
連
邦
下
院
議

員
︵
Ｎ
Ｙ
州
第
３
区
、
59
歳
︶、

ジ
ュ
マ
ア
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

Ｎ
Ｙ
市
政
監
督
官
︵
46
︶
が
予

備
選
に
立
候
補
し
て
い
る
。

　

共
和
党
か
ら
は
、
リ
ー
・
ゼ

ル
デ
ィ
ン
米
国
下
院
議
員
︵
Ｎ

Ｙ
第
１
区
、
42
歳
︶、
ロ
ブ
・

ア
ス
ト
リ
ー
ノ
元
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
郡
行
政
官
、ル
デ
ィ
・

ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
元
Ｎ
Ｙ
市
長
の

息
子
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ュ
リ

ア
ー
ニ
元
ト
ラ
ン
プ
政
権
補
佐

官
︵
36
︶、
実
業
家
の
ハ
リ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
︵
50
︶
が
立
候

補
し
て
い
る
。

　

エ
マ
ー
ソ
ン
大
学
の
世
論
調

査
︵
５
月
１
〜
３
日
︶
に
よ
る

と
、
支
持
率
は
民
主
党
は
ホ
ー

ク
ル
氏
が
45
％
、
ス
オ
ジ
氏
12

％
、ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
氏
が
７
％
。

共
和
党
は
ゼ
ル
デ
ィ
ン
氏
が
26

％
、ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
氏
が
18
％
、

ア
ス
ト
リ
ー
ノ
氏
が
16
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
候
補
者
に
よ
る
１
回

目
の
討
論
会
は
６
月
７
日
に
行

民
主
党

共
和
党

ホークル氏スオジ氏ウイリアムズ氏

ゼルディン氏 アストリーノ氏ジュリアーニ氏ウイルソン氏

わ
れ
た
。
他
候
補
か
ら
ホ
ー
ク

ル
氏
は
、
10
年
前
に
全
米
ラ
イ

フ
ル
協
会
か
ら
の
支
持
を
得
た

こ
と
が
あ
る
こ
と
、
新
し
い
Ｎ

Ｆ
Ｌ
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ビ
ル
ズ
・

ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
へ
の
多
額
の

助
成
金
が
本
当
に
必
要
な
の

か
、
ま
た
副
知
事
に
選
ん
だ
ラ

イ
ア
ン
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
元
州

議
会
議
員
が
賄
賂
と
詐
欺
の
容

疑
で
起
訴
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

問
題
に
さ
れ
た
。
ホ
ー
ク
ル
氏

は
こ
れ
ら
に
冷
静
に
対
応
、
自

身
の
優
位
が
崩
れ
る
ほ
ど
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

共
和
党
候
補
の
討
論
会
は
13

日
に
行
わ
れ
た
。
民
主
党
候
補

の
２
回
目
の
討
論
会
は
16
日
に

行
わ
れ
る
︵
放
映
は
Ｎ
Ｂ
Ｃ
と

テ
レ
ム
ン
ド
47
︶。　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は
13
日
、
編
集
委
員
会
の
意
見

と
し
て
、
現
職
の
ホ
ー
ク
ル
知

事
を
支
持
す
る
と
社
説
で
表
明

し
た
。
昨
年
８
月
、
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
ク
オ
モ
前
知
事
が
セ
ク

ハ
ラ
疑
惑
で
辞
任
し
た
こ
と
で

副
知
事
か
ら
知
事
に
昇
格
し
た

ホ
ー
ク
ル
氏
だ
が
、
副
知
事
を

除
け
ば
、任
命
し
た
メ
ア
リ
ー
・

バ
セ
ッ
ト
州
公
衆
衛
生
局
長
、

ヤ
ン
ノ
・
リ
ー
バ
ー
・
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
交
通
局
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
キ

ャ
ス
リ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
知
事
室

最
高
執
行
責
任
者
ら
は
全
員
よ

い
仕
事
を
し
て
い
る
と
評
価
。

Ｎ
Ｙ
州
知
事
選
挙
に
向
け

予
備
選
挙
28
日
投
開
票

投
票
す
る
有
権
者
︵
昨
年
10
月
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
で
︶

投
票
に
必
要
な
在
外
選
挙
人
証

　

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
は
、
恒

例
夏
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
を

７
月
24
日
︵
日
︶
午
前
11
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で

開
催
す
る
。
地
下
鉄
Ｆ
線
、
７

ア
ベ
ニ
ュ
ー
下
車
。
参
加
費
は

会
員
30
ド
ル
。ゲ
ス
ト
35
ド
ル
。

飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、
お
に
ぎ
り

を
持
参
。
申
し
込
み
は shion.

hoshino@
gm

ail.com

　

ま

た

はtakedakatsu
o1@

gm
ail.com

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

安
保
理
非
常
任
理
事
国
選
挙

各
国
の
支
持
得
て
日
本
選
出

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:hoshino@gmail.com%E3%80%80%E3%81%BE
mailto:hoshino@gmail.com%E3%80%80%E3%81%BE
mailto:hoshino@gmail.com%E3%80%80%E3%81%BE
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com


(7  )　　 ［社　会］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）6 月18 日（土）

249

 　
幻
冬
舎
文
庫
で
百
田
尚
樹
さ

ん
の
﹁
日
本
国
紀
﹂
を
購
入
し

ま
し
た
。
か
な
り
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
る
の
で
、
躊
躇
し
て
い
た

の
で
す
が
、
60
万
部
を
超
え
る

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
う
こ
と
で

﹁
や
っ
ぱ
り
、
押
さ
え
て
お
い

た
方
が
い
い
よ
な
あ
﹂
く
ら
い

の
気
持
ち
で
購
入
し
ま
し
た
。

結
果
、
ハ
マ
り
ま
し
た
。
﹁
右
﹂

と
か
﹁
左
﹂
と
か
、
﹁
間
違
っ

た
記
述
が
あ
る
﹂
と
か
い
ろ
い

ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

本
が
あ
る
か
ら
議
論
で
き
る
。

何
よ
り
、
よ
く
調
べ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献
の
数
も
半
端
な
い
で

す
。
個
人
的
に
は
、
こ
れ
を
書

い
て
く
だ
さ
っ
た
百
田
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。

　

何
よ
り
も
わ
た
し
の
中
で
点

と
点
が
繋
が
り
ま
し
た
。元
々
、

歴
史
は
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、

﹁
戦
国
時
代
﹂﹁
明
治
維
新
﹂
な

ど
な
ど
、
大
河
ド
ラ
マ
で
観
て

も
、
な
ん
と
な
く
そ
の
時
代
だ

け
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
本
は

﹁
通
説
﹂
で
、﹁
日
本
﹂
と
い
う

国
が
や
っ
と
本
当
に
流
れ
に
沿

っ
て
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
し

た
。

　

海
外
に
行
く
と
、
日
本
人
の

わ
た
し
よ
り
日
本
の
こ
と
に
詳

し
い
外
国
人
と
出
会
っ
た
り
す

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、や
は
り
、

戦
争
の
こ
と
を
責
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
一
方
で
、
日
本
の
歴
史
か
ら

尊
敬
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
に
対
し
て
き

ち
ん
と
そ
の
時
代
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
背
景
で
話
を
で
き
な
い

自
分
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ

の
本
を
読
ん
で
、
初
め
て
世
界

の
中
の
日
本
が
理
解
で
き
ま
し

た
。
超
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

所
々
、
百
田
さ
ん
独
自
の
解

釈
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ

が
気
に
入
ら
な
い
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
で
す
。そ
れ
で
も
、

日
本
と
い
う
国
を
知
る
に
は
、

と
て
も
素
敵
な
本
で
す
。
何
よ

り
も
わ
か
り
や
す
い
。そ
し
て
、

こ
の
本
を
書
き
上
げ
た
百
田
さ

ん
の
日
本
と
い
う
国
に
対
す
る

執
念
を
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、﹁
読
書
﹂、

や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。
本
と

の
出
会
い
は
、
自
分
の
幅
を
広

げ
て
く
れ
ま
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。﹁
笑
い
﹂

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
﹁
元
気
セ
ラ
ピ

ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂

﹁
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
︵
中
経
出
版
︶﹂
な

ど
多
数
。

﹁
日
本
国
紀
﹂

　

無
差
別
の
銃
撃
や
強
盗
、
地

下
鉄
構
内
の
殺
人
が
急
増
す
る

な
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
75

％
以
上
が
暴
力
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
を
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｙ
市
当
局
が

７
日
に
公
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
わ
か
っ
た
。 

　

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス

と
シ
エ
ナ
大
学
は
５
月
22
日

〜
６
月
１
日
、
同
市
在
住
者

１
０
０
０
人
を
対
象
に
、
エ
リ

ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市
政
下
で

の
暮
ら
し
の
変
化
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
電
話
で
行
っ

た
。﹁
暴
力
犯
罪
の
犠
牲
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
不
安
﹂
に
つ

い
て
の
回
答
は
﹁
そ
れ
な
り
に

不
安
﹂
と
﹁
と
て
も
不
安
﹂
が

共
に
38
％
だ
っ
た
。
ま
た
70
％

が
﹁
宗
教
や
人
種
な
ど
の
違
い

を
理
由
に
、
近
隣
住
民
が
ガ
ン

マ
ン
の
犠
牲
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
﹂
と
不
安
視
し
て
い
る
。 

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、
自
身
は

Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
出
身

で
任
期
中
の
優
先
的
焦
点
は
犯

罪
問
題
と
し
て
い
た
が
、
市
民

の
評
価
は
﹁
市
長
と
し
て
良
い

／
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し
て
い

る
﹂
は
29
％
で
、
64
％
は
﹁
ま

あ
ま
あ
﹂
及
び
﹁
乏
し
い
﹂
と

答
え
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
今
年
最
初
の

５
か
月
間
の
同
市
内
の
犯
罪
数

は
１
昨
年
前
の
同
時
期
と
比
べ

て
侵
入
窃
盗
は
32
％
、
強
盗
は

39
％
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
は
13

％
増
加
し
た
。
同
市
長
は
同
結

果
に
関
し
﹁
Ｃ
点
は
Ａ
点
で
は

な
い
が
、
Ｃ
点
は
Ｆ
点
︵
失

格
︶
で
は
な
い
。
き
っ
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
は
﹃
就
任
し
て
ま

だ
６
か
月
だ
し
、
市
民
が
必
要

と
し
て
い
る
も
の
を
提
供
し
始

め
て
い
る
。
彼
に
や
ら
せ
て
み

よ
う
﹄
と
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
厳
し

い
判
事
、
採
点
者
で
あ
る
こ
と

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
﹂
と
話

し
て
い
る
。 

犯
罪
の
犠
牲
者
に

な
る
か
も
し
れ
な
い

ニューヨーカーの 7 割

巻き込まれに不安感

　

米
連
邦
上
院
の
超
党
派
グ
ル

ー
プ
が
12
日
、
新
た
な
銃
規
制

法
案
の
骨
子
に
合
意
し
た
。
上

院
議
員
数
は
民
主
、
共
和
が
50

対
50
の
同
数
だ
が
、
銃
規
制
の

慎
重
な
共
和
党
の
う
ち
10
人
が

賛
成
し
て
い
る
た
め
法
案
は
成

立
す
る
見
通
し
だ
。

　

法
案
で
は
、
①
21
歳
未
満
の

銃
購
入
者
に
対
す
る
身
元
調
査

の
厳
格
化
②
著
し
く
危
険
を
見

な
さ
れ
た
人
物
か
ら
銃
を
没
収

で
き
る
よ
う
に
州
政
府
を
支
援

③
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
学
校
の

安
全
対
策
に
資
金
援
助
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

民
主
党
が
多
数
で
あ
る
連
邦

下
院
で
は
８
日
に
半
自
動
小
銃

の
購
入
年
齢
の
18
歳
か
ら
21
歳

へ
の
引
き
上
げ
や
、
大
容
量
弾

倉
の
販
売
制
限
が
持
ち
込
ま
れ

た
包
括
的
銃
規
制
法
案
が
賛
成

２
２
３
、
反
対
２
０
４
の
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。
し
か
し
上

院
で
の
議
決
は
難
し
い
た
め
、

超
党
派
グ
ル
ー
プ
が
法
案
作
り

を
進
め
て
い
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
法
案
に

つ
い
て
﹁
自
分
が
求
め
る
規
制

強
化
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
の
、

重
要
な
進
展
を
も
た
ら
す
も

の
。
法
制
化
さ
れ
れ
ば
こ
の
数

十
年
で
最
も
意
義
あ
る
銃
規
制

と
な
る
だ
と
う
﹂
と
述
べ
た
。

　

米
国
で
は
毎
日
平
均
50
人
が

銃
で
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
５
月

14
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
食
料
品
店
で
10

人
が
、
25
日
に
は
テ
キ
サ
ス
州

ユ
バ
ル
デ
ィ
の
小
学
校
で
21
人

が
死
亡
す
る
乱
射
事
件
が
発
生

し
た
。
遺
族
や
被
害
に
あ
っ
た

人
た
ち
が
証
言
す
る
公
聴
会
が

開
か
れ
、
銃
規
制
の
機
運
が
高

ま
っ
た
。　

　

６
月
11
日
に
は
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
を
は
じ
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
な
ど
全
米
各

地
で
銃
規
制
を
訴
え
る
集
会
・

デ
モ
が
行
わ
れ
た
。
主
催
し
た

﹁
自
分
た
ち
の
命
の
た
め
に
行

進
︵
Ｍ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
︶﹂
に
よ
れ
ば

４
５
０
か
所
で
集
会
が
行
わ
れ

た
と
い
う
。

　

Ｍ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
は
２
０
１
８
年
２

月
に
フ
ロ
リ
ダ
州
パ
ー
ク
ラ
ン

ド
で
起
き
た
高
校
銃
撃
事
件
の

生
存
者
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
銃

規
制
団
体
。︵
１
面
に
記
事
︶

銃
規
制
法
案
の
骨
子
に
合
意

連
邦
上
院
で
超
党
派
が

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港

を
出
発
し
イ
タ
リ
ア
に
向
か
う

国
際
線
フ
ラ
イ
ト
で
、
２
人
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
飛
行
中
に
居
眠

り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
捜
査
当
局
の
調
査
に
よ
る

と
４
月
30
日
、
乗
客
２
５
０

人
を
乗
せ
た
Ｉ
Ｔ
Ａ
エ
ア
ウ

ェ
イ
ズ
︵
旧
ア
リ
タ
リ
ア
航

空
︶
の
中
型
旅
客
機
エ
ア
バ
ス

３
３
０
が
フ
ラ
ン
ス
の
上
空

３
万
８
０
０
０
フ
ィ
ー
ト
を
飛

行
中
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ひ
と
り

が
指
定
さ
れ
た
時
間
に
睡
眠
休

憩
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ

の
時
、
機
長
も
眠
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。
管
制
官
は
﹁
機
長

ら
と
約
10
分
間
連
絡
が
途
絶
え

た
。テ
ロ
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

迎
撃
用
の
戦
闘
機
の
発
進
を
準

備
し
た
が
、
そ
の
後
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
連
絡
が

取
れ
た
﹂
と
語
っ
た
。
飛
行
機

は
無
事
に
目
的
地
の
ロ
ー
マ
に

到
着
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｔ
Ａ
エ
ア
ウ
ェ
イ
ズ
は
、

機
長
は
当
初
、
無
線
が
停
止
し

た
と
主
張
し
た
が
、
調
査
官
は

﹁
機
長
の
供
述
と
内
部
調
査
の

結
果
に
矛
盾
が
あ
る
﹂
こ
と
を

発
見
し
た
。
同
社
は
声
明
で
、

機
長
の
行
動
は
﹁
会
社
が
定
め

た
規
則
と
一
致
し
て
い
な
い
﹂

と
発
表
し
、
そ
の
後
、
機
長
を

解
雇
し
た
。

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
10
日
、
治
安
情
勢
に

関
す
る
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

５
月
の
犯
罪
統
計
に
よ
る

と
、主
要
７
犯
罪︵
殺
人
、強
姦
、

強
盗
、
加
重
暴
行
、
侵
入
窃
盗
、

多
額
窃
盗
、
自
動
車
盗
︶
す
べ

て
に
お
い
て
、
対
前
年
同
期
比

で
増
加
︵
８
１
４
９
件
か
ら

１
万
４
１
４
件
︶
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
一
方
、
発
砲

事
件
︵
１
７
２
件
か
ら
１
１
８

件
︶
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
︵
73

件
か
ら
63
件
、
対
ア
ジ
ア
系
件

数
：
15
件
か
ら
7
件
︶
は
、
い

ず
れ
も
前
年
同
期
比
で
減
少
し

て
い
る
。
今
年
、
全
米
各
地
に

お
い
て
４
人
以
上
が
死
傷
す

る
、
い
わ
ゆ
る
﹁
マ
ス
・
シ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
が
断
続
的
に
発

生
。
報
道
に
よ
る
と
、
今
年
５

月
ま
で
の
銃
を
使
っ
た
事
件
の

発
生
件
数
は
、
す
で
に
昨
年
１

年
間
の
総
数
と
同
程
度
と
増
加

傾
向
に
あ
る
と
し
て
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
で
治
安
悪
化

主
要
７
犯
罪
増
加

総
領
事
館
が
注
意
喚
起

操
縦
士
２
人
同
時
に
居
眠
り

Ｎ
Ｙ
発
ロ
ー
マ
行
き
の
フ
ラ
イ
ト
で
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https://www.maxjob.com/
http://jweeklyusa.com
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リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
ク
の
報
酬
差
を
つ
け
る
場
合

クイック USA

94

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
と
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
ク
の
報
酬
に
差
が
つ
く

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
場
合
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

と
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
の
仕
事
の

違
い
︵Job D

escription

の

違
い
︶
に
つ
い
て
明
示
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
は
明
ら

か
に
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
よ
り
も

仕
事
の
幅
が
狭
い
、
あ
る
い
は

仕
事
内
容
に
求
め
ら
れ
る
役
割

が
少
な
い
等
文
書
で
明
示
で
き

る
差
が
報
酬
︵
固
定
報
酬
︶
の

違
い
を
説
明
可
能
な
状
態
に
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

成
果
が
上
が
ら
な
い
場
合
の

変
動
報
酬
は
リ
モ
ー
ト
で
あ
っ

て
も
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
で
あ
っ

て
も
報
酬
差
を
つ
け
る
こ
と
は

可
能
だ
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
仕

事
内
容
で
経
験
や
ス
キ
ル
も
同

じ
場
合
は
、
固
定
報
酬
で
の
差

を
つ
け
る
こ
と
が
差
別
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
注
意
が

必
要
だ
。

■
他
州
へ
引
っ
越
し
た
場
合

　

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で

他
州
に
引
っ
越
し
た
り
す
る
場

合
に
は
、
他
州
へPayroll

の

プ
ロ
セ
ス
を
移
し
た
り
、
他

州
の
労
働
法
に
従
っ
た
対
応

︵E
m

ployee H
andbook

の

修
正
等
も
含
め
︶
が
Ｈ
Ｒ
に
は

必
要
に
な
る
。

　

他
州
に
移
る
場
合
に
は
、
他

州
の
報
酬
市
場
の
相
場
に
合
わ

せ
て
、
報
酬
を
調
整
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、G

oogle

は
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
か
ら
他
州
で
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
す
る
従
業
員
の
報

酬
を
カ
ッ
ト
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
際
に
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
。
所
謂
、
地
域
の
報
酬

市
場
に
合
わ
せ
た
報
酬
調
整
を

行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
仕
事

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
住
む
場
所

に
よ
っ
て
物
価
も
異
な
り
、
報

酬
の
市
場
も
異
な
る
こ
と
が
理

由
で
あ
る
。
下
げ
幅
は
最
大
で

25
％
に
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。　

■
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
急
騰
に
よ

り
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
通
勤
コ

ス
ト
を
軽
減

　

一
方
、
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
急

騰
。
イ
ン
フ
レ
と
相
ま
っ
て
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も

重
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
1

ガ
ロ
ン
６
ド
ル
程
度
ま
で
上
が

っ
て
い
る
。︵
22
年
5
月
︶

　

こ
の
状
況
を
受
け
て
毎
日
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
に
戻
す
予
定
だ

っ
た
企
業
が
週
2
日
、
週
3
日

だ
け
の
出
勤
に
切
り
替
え
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

少
し
で
も
自
動
車
通
勤
に
よ
る

コ
ス
ト
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と

い
う
も
の
だ
。

　

ま
さ
に
不
透
明
な
時
代
、
Ｈ

Ｒ
も
柔
軟
性
と
知
恵
を
絞
り
出

す
必
要
が
あ
る
と
実
感
し
て
い

る
。

山
口 

憲
和 Philosophy LLC 

代
表, SHRM-SCP

　

www.919usa.com

　

飼
い
主
と
愛
犬
が
店
内
で
一

緒
に
飲
食
で
き
る
Ｎ
Ｙ
市
初
の

カ
フ
ェ
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・

カ
フ
ェ
﹂︵
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

街
４
２
０
番
地
、80
丁
目
︶
が
、

ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
店
は
ク

飼
い
主
の
み
が
ガ
ラ
ス
扉
で
仕

切
ら
れ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
で
メ
ニ

ュ
ー
の
注
文
と
支
払
い
を
し
、

テ
ー
ブ
ル
席
に
戻
っ
て
引
き
取

っ
た
注
文
品
を
愛
犬
と
共
に
飲

食
で
き
る
。 

　

パ
ワ
ー
ズ
さ
ん
一
家
は
、
乾

燥
し
た
愛
犬
の
餌
は
ビ
タ
ミ
ン

剤
で
過
剰
に
加
工
、
飽
和
さ
れ

て
お
り
、
自
然
で
新
鮮
な
材
料

を
使
い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
作
ろ

う
と
２
０
２
０
年﹁
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ウ
ル
・
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
を

創
業
し
た
。
同
店
で
は
犬
の
栄

養
専
門
家
が
監
修
し
、
新
鮮
な

野
菜
や
牛
肉
、
タ
ー
キ
ー
、
鶏

肉
を
使
用
し
た
同
社
の
ド
ッ
グ

フ
ー
ド
を
愛
犬
に
提
供
す
る
。

作
り
置
き
し
な
い
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
の
値
段
は
８
オ
ン
ス
６
ド

ル
、
24
オ
ン
ス
18
ド
ル
で
持
ち

帰
り
が
で
き
、
冷
凍
製
品
は
配

達
注
文
も
で
き
る
。
飼
い
主
に

は
現
在
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
発
の

ス
ト
ー
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
コ

ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
る
が
、

今
後
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ス
イ

ー
ツ
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し

て
い
く
と
い
う
。

リ
ス
・
パ
ワ
ー
ズ
さ
ん
と
兄
の

ニ
ッ
ク
さ
ん
、
母
の
リ
ー
ス
・

エ
バ
ン
ス
さ
ん
の
家
族
経
営

で
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
ブ
ラ
ド
ー

ル
の
デ
イ
ジ
ー
と
ロ
ー
ラ
の
２

匹
も
同
店
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し

て
事
業
を
手
伝
う
。
二
重
扉
の

入
口
の
先
に
は
テ
ー
ブ
ル
席
が

あ
る
。同
市
衛
生
局
の
規
則
で
、

画
像
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
よ
り

愛
犬
と
店
内
で
く
つ
ろ
げ
る 

Ｎ
Ｙ
初
の
カ
フ
ェ

楽しい
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米
食
品
医
薬
品
局︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶

は
先
月
20
日
、
全
国
で
14
件
の

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
出
の
報
告
を

受
け
定
番
の
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー

﹁
ジ
フ
﹂
の
回
収
を
発
表
し
た

が
、
そ
の
後
も
同
ピ
ー
ナ
ツ
バ

タ
ー
を
使
用
し
た
商
品
の
食
中

毒
症
状
の
報
告
が
あ
り
、
同
局

は
ジ
フ
を
製
造
す
る
Ｊ
・
Ｍ
・

ス
マ
ッ
カ
ー
社
の
ケ
ン
タ
ッ
キ

ー
州
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
工
場
を

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
の
痕
跡
を
検
査

し
て
い
る
。 

　

同
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
を
使
用

し
た
商
品
に
は
、
タ
ハ
ー
カ
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
屋
台
に
卸
し
て
い
る
ピ
ー

ナ
ツ
バ
タ
ー
カ
ッ
プ
・
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
製
品
、
ワ
ワ
社
の
リ
ン
ゴ
の

ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
・
デ
ィ
ッ
プ

添
え
を
は
じ
め
と
す
る
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
フ
ル
ー
ツ
製
品
ブ
ラ
ン

ド
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

チ
ェ
ー
ン
に
卸
さ
れ
て
い
る
焼

き
菓
子
、
さ
ら
に
は
サ
ラ
ダ
に

添
え
ら
れ
た
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー

を
使
っ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
デ

ィ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
、
各
社
が

自
主
回
収
を
発
表
し
て
い
る
。　

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
感
染
は
、
高

齢
や
免
疫
力
が
低
い
場
合
に
深

刻
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
今

回
の
感
染
で
も
す
で
に
数
名
が

入
院
し
て
い
る
。
米
国
で
は
毎

年
、
約
40
人
が
同
菌
感
染
で
死

亡
し
て
い
る
。健
康
な
人
で
も
、

発
熱
や
下
痢
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

腹
痛
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
同

回
収
の
対
象
商
品
の
詳
細
は
Ｆ

Ｄ
Ａ
公
式
サ
イ
トfda.gov

の

特
設
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
。

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
︵
ジ
ェ

ト
ロ
︶
は
、
米
東
部
時
間
23

日
︵
木
︶
午
後
8
時
30
分
か
ら

10
時
ま
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
米
国
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
ピ
ッ
チ
︵
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
︶
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
当
日
は
世
界
か
ら
注
目
を

集
め
る
米
国
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

企
業
の
中
か
ら
、
日
本
へ
の
本

格
展
開
及
び
日
本
の
金
融
機
関

及
び
関
連
企
業
と
の
協
業
・
連

携
を
検
討
す
る
企
業
を
選
び
、

交
流
会
を
開
催
す
る
。
登
壇
企

業
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
後
は
、
各
社
の
ブ
レ
ー

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
、
参
加
者

が
自
由
質
疑
応
答
が
で
き
る
時

間
を
用
意
す
る
。 

詳
細
・
申

込
み
は
こ
ち
ら
か
ら:https://

w
w

w
.jetro.go.jp/form

5/
pub/jad/usfintech_0624.

申
込
み
締
め
切
り
は
23
日
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト

ジ
ェ
ト
ロ
が
23
日
に
開
催

ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
回
収 

関
連
商
品
に
も
拡
大

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.samuraimama.com/
https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://hinomaru-limo.com
http://www.rostamilaw.com
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キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
港
湾
局
、

デ
ル
タ
航
空
の
関
係
者
は
今
月

１
日
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
の

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｃ
の
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
っ
た
。
４
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
の
40
億
ド
ル
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
旧
タ
ー
ミ
ナ

ル
Ｃ
と
Ｄ
を
統
合
し
、
州
に
よ

る
80
億
ド
ル
、
６
年
間
の
同
空

港
の
大
規
模
改
装
の
２
番
目
の

主
要
部
分
と
な
る
。

　

１
３
０
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

広
さ
を
持
つ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

デ
ル
タ
航
空
が
そ
の
大
部
分
を

出
資
し
、
港
湾
局
が
５
億
ド
ル

を
負
担
。
37
の
ゲ
ー
ト
と
４
つ

の
コ
ン
コ
ー
ス
が
あ
り
、
光
あ

ふ
れ
る
エ
ア
ト
ラ
ベ
ル
ホ
ー
ル

に
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
が

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
壁
画
や

彫
刻
な
ど
６
つ
の
ア
ー
ト
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ウ
ク

ル
Ｎ
Ｙ
知
事
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
﹁
こ
の
空
港
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
誇

り
で
あ
り
、
我
々
の
回
復
力
の

象
徴
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。

　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
前

Ｎ
Ｙ
知
事
は
、
評
判
の
悪
か
っ

た
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
を
美
化

す
る
た
め
、
２
０
１
５
年
に
大

規
模
な
改
築
に
着
手
。
同
じ
よ

う
な
規
模
と
な
っ
た
タ
ー
ミ
ナ

ル
Ｂ
も
今
年
１
月
、
40
億
ド
ル

の
改
装
を
経
て
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
。

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

デ
ル
タ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
刷
新

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
こ
の
ほ
ど
、
グ
ラ
ン

ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
と
マ
ジ
ソ
ン
街
地
下
に
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
に
延
長
し
た
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
鉄
道
︵
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
︶
の

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
今
年
末
ま

で
に
開
設
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
が
１
１
１
億
ド
ル
を

投
じ
た
同
﹁
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン

ト
ラ
ル
・
マ
ジ
ソ
ン
駅
﹂
の
イ

ン
フ
ラ
計
画
は
同
鉄
道
に
と
っ

て
、
１
９
１
０
年
の
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
駅
と
イ
ー
ス
ト
川
ト
ン

ネ
ル
建
設
以
来
の
大
事
業
と
な

っ
た
。
同
知
事
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
は
数
か
月
の
う
ち
に
イ

グ
ラ
セ
ン
地
下
に

巨
大
タ
ー
ミ
ナ
ル

会見後に視察するホークル NY 州知事（右）
を案内する MTA のジャノ・リーバー CEO

ー
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
間
を
列
車
で

移
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
Ｎ
Ｙ
州
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
、
都
市
交
通
局
に
と
っ
て

歴
史
的
な
喜
び
の
瞬
間
と
な

る
。
敷
地
面
積
70
万
平
方
フ
ィ

ー
ト
の
新
駅
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
を
革
新
的
に
変
化
さ

せ
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅

の
混
雑
を
緩
和
す
る
﹂
と
話
し

て
い
る
。 

　

２
階
層
の
新
駅
は
、
全
４
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
列
車
が
８
路

線
で
運
行
し
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ワ
ー
の
運
行
を
40
％
ま
で
増

加
す
る
こ
と
で
混
雑
緩
和
も
期

待
で
き
る
と
い
う
。
ま
た
同
鉄

道
は
、
利
用
者
が
事
前
に
通
勤

や
通
学
の
予
定
が
た
て
ら
れ
る

よ
う
、
時
刻
表
の
草
案
を
公
表

し
た
。 

今年年末までに完成
ロングアイランド鉄道と直結

ホ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
記
者
会
見

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
の
混
雑
も
解
消

nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://kkobo.com/
https://www.hondag.com
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
http://ariyoshiny.com
tel:7182684956
https://nyseikatsu.com/gallery/
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 BOOKS
　

﹁
是
枝
監
督
よ
。
ア
ナ
タ
も

か
﹂
と
思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
っ

た
。
５
月
に
監
督
の
最
新
作
が

カ
ン
ヌ
映
画
祭
に
正
式
に
出
品

さ
れ
た
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ニ

ュ
ー
ス
の
記
事
を
読
み
、
主
演

女
優
の
Ｉ
Ｕ
は
、
是
枝
監
督
が

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
し
て
い

る
時
に
、
彼
女
の
主
演
ド
ラ
マ

﹃
マ
イ
・
デ
ィ
ア
・
ミ
ス
タ
ー

私
の
お
じ
さ
ん
﹄
に
ハ
マ
り
、

演
技
に
心
を
奪
わ
れ
て
オ
フ
ァ

ー
し
た
と
い
う
。
私
も
ま
さ
に

監
督
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

こ
ん
な
に
悲
惨
な
人
が
い
る

の
だ
ろ
う
か
と
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を

演
じ
た
Ｉ
Ｕ
の
目
は
社
会
の
す

べ
て
に
反
抗
し
て
い
て
強
烈
だ

っ
た
。
韓
流
ド
ラ
マ
に
は
イ
ケ

メ
ン
俳
優
が
登
場
し
、
と
て
も

魅
力
的
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
世

界
中
の
視
聴
者
が
虜
に
な
る
の

は
、
厳
し
い
格
差
社
会
、
差
別
、

容
赦
な
い
暴
力
や
イ
ジ
メ
、
男

尊
女
卑
、
根
強
い
家
長
制
度
な

ど
に
立
ち
向
か
う
女
性
が
描
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思

う
。
映
画
、
ド
ラ
マ
や
音
楽
だ

け
で
な
く
、
文
学
の
世
界
も
K

文
学
と
い
う
若
い
世
代
に
よ
る

韓
国
の
現
代
文
学
の
翻
訳
ジ
ャ

ン
ル
が
誕
生
し
た
と
い
う
。
本

国
で
は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
の

﹃
82
年
生
ま
れ
、キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
﹄

は
日
本
国
内
で
も
10
万
部
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
韓
国
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
小
説
の
翻
訳
本
が

次
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
流
れ
で
出
版
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
﹃
僕
の
狂
っ
た
フ
ェ
ミ
彼

女
﹄
を
読
ん
で
み
た
。

　

本
書
の
ナ
レ
ー
タ
ー
は
20
代

の
男
性
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ュ
ン
。

大
学
時
代
に
付
き
合
っ
て
い
た

彼
女
と
４
年
ぶ
り
に
偶
然
再
会

し
た
。
周
囲
に
結
婚
を
急
か
さ

れ
、
数
え
切
れ
な
い
女
子
を
紹

介
さ
れ
て
、
デ
ー
ト
の
帰
り
に

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
デ
モ
隊
に
遭

遇
。﹁
女
は
子
供
を
産
む
機
械

じ
ゃ
な
い
﹂
な
ど
と
若
い
女
性

の
集
団
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
上
げ
て
い
る
。
な
ん
と
そ
の

中
の
一
人
が
、元
カ
ノ
だ
っ
た
。

可
愛
ら
し
く
て
従
順
だ
っ
た
彼

女
は
メ
ガ
ル
に
な
っ
て
い
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
物
語
が

始
ま
る
。
メ
ガ
ル
と
は
韓
国
語

で
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
揶
揄
す
る

現
代
語
だ
。
青
年
は
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
が
嫌
い
で
、
そ
ん
な
彼
が

語
る
と
い
う
手
法
は
、
男
性
が

理
想
と
す
る
女
性
の
姿
を
明
確

に
す
る
。
そ
れ
は
自
分
ら
し
く

生
き
た
い
と
い
う
女
性
の
希
望

と
は
真
っ
向
か
ら
衝
突
す
る
も

の
な
の
だ
。
フ
ェ
ミ
彼
女
に
か

つ
て
の
逆
ら
わ
な
い
姿
に
戻
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
恋
人
関
係

を
継
続
し
て
い
こ
う
と
い
う
態

度
に
﹁
お
前
が
変
わ
れ
よ
﹂
と

怒
り
と
共
に
叫
ん
だ
読
者
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

女
性
に
も
性
欲
が
あ
る
の
に

要
求
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
、
男

性
主
体
で
行
わ
れ
る
。し
か
し
、

フ
ェ
ミ
彼
女
は
欲
求
を
隠
す
こ

と
は
せ
ず
、
ナ
レ
ー
タ
ー
男
性

を
性
的
に
活
用
す
る
。
利
用
で

は
な
く
活
用
で
あ
る
。
格
好
い

い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。
著
者
は
女
性
作
家
だ
。

16
年
に
ソ
ウ
ル
の
江
南
駅
で
30

代
男
性
が
面
識
の
な
い
20
代
女

性
を
殺
害
し
た
事
件
に
衝
撃
を

受
け
た
の
が
執
筆
の
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
い
う
。
殺
人
の
動
機

は
女
性
へ
の
憎
悪
だ
っ
た
。

　

男
性
を
好
き
に
な
る
の
は
生

物
と
し
て
自
然
な
気
持
ち
だ
。

で
も
、
憎
ま
れ
た
り
、
自
分
ら

し
さ
を
消
さ
な
い
と
男
性
に
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
生
殖
時
期
の
若
い
世

代
の
悩
み
が
つ
づ
ら
れ
る
ス
ト

ー
リ
ー
。
更
年
期
の
私
も
若
か

っ
た
時
は
同
じ
こ
と
を
悩
ん

だ
。
こ
の
思
い
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
し
、
次
世
代
が
幸
せ
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
わ
さ
れ
た
。

　

表
紙
の
フ
ェ
ミ
彼
女
は
Ｉ
Ｕ

に
似
て
い
る
。
本
作
は
映
画
化

も
ド
ラ
マ
化
も
決
ま
っ
た
ら
し

い
。
彼
女
な
ら
ど
ん
な
フ
ェ
ミ

彼
女
を
演
じ
る
だ
ろ
う
か
と
表

紙
を
眺
め
た
。　
　

︵
山
河
藍
︶

 現代韓国フェミニズム小説
ミン・ジヒョン・著

 イースト・プレス・刊

■人生相談　谷川俊太郎対談集（谷川俊太郎、朝日文庫）
自らを平凡な生活者だという詩人、谷川俊太郎が壮年期に
哲学者の父・谷川徹三をはじめ、外山滋比古、鮎川信夫、
鶴見俊輔、野上弥生子、そして息子・谷川賢作と胸の内を
明かし合った比類なき 7 編の人生相談。■香君　上・下（上
橋菜穂子、文藝春秋）香君という女性が人々を飢餓から救っ
た伝説の残るウマール帝国。藩国王の娘アイシャは抜群の
嗅覚で植物の世界を読み取る力があった。文学博士で、本
屋大賞、日本医療小説大賞など数多くの賞に輝いた著者に
よる 7 年ぶりの新作長編。■アメリカ紀行（千葉雅也、文
春文庫）大学のサバティカル（学外研究）を利用し、トラ
ンプ以降のアメリカへ。4 か月の滞在で、ありふれた街の
光景や人々との会話から見えてきた日本の特性。気鋭の思
想家が「聖なるもの」「二人称」「分身」等について軽妙洒
脱に綴り、小説への萌芽となった哲学的紀行。■ついでに
ジェントルメン（柚木麻子、文藝春秋）編集者にダメ出し
をされ続ける新人作家、女性専用車両に乗り込んでしまっ
た 45 歳男性、男たちの意地悪にさらされないために美容
整形をしようとする 19 歳女性…、なぜか微妙に社会と歯
車の噛み合わない人々のもどかしさをユーモアで軽やかに
描いた 7 つの短編集。■変身（フランツ・カフカ、角川文
庫）「おれはどうなったんだ？」　平凡なサラリーマンのグ
レゴールはベッドの中で巨大な虫けらに姿を変えていた。変身の意味と理由
が明かされることはなく、主人公の家族を巻き込んだ不条理な物語が展開す
る。最新のカフカ研究を踏まえた、テンポよい新訳で綴る不朽の問題作。神
話化されつづける作家の実像を、両親や恋人、労災保険局での仕事、ユダヤ
人の出自、執筆の背景などから多面的に説き明かす。■ずっと元気でいたけ
れば60歳から食事を変えなさい（森由香子、青春新書プレイブックス）60
歳を過ぎると、同じ年齢でも見た目もからだも若々しく元気な人と、めっき
り老け込んで病気がちな人に分かれる。その大きな要因のひとつが 60 歳か
らの食生活にあると管理栄養士、日本抗加齢医学会指導士の著者は述べる。
最新栄養学からわかった食事のコツとその理由を解説する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

谷
川
俊
太
郎
、
壮
年
期
の
人
生
相
談
。
植
物
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
少
女
。
気
鋭

の
思
想
家
の
哲
学
的
紀
行
。
も
ど
か
し
さ
を
ユ
ー
モ
ア
で
描
い
た
７
つ
の
物
語
。
カ
フ
カ

像
を
刷
新
す
る
新
訳
と
解
説
。
最
新
栄
養
学
か
ら
分
か
っ
た
食
べ
方
の
分
岐
点
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

夜
に
な
り
、
仕
事
を
終
え
た

お
父
さ
ん
た
ち
が
家
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
魚
の
お
父
さ
ん
は
ス

イ
ス
イ
と
川
を
泳
い
で
、
て
ん

と
う
虫
の
お
父
さ
ん
は
ブ
ー
ン

と
飛
ん
で
、
鳥
の
お
父
さ
ん
は

子
供
達
の
た
め
に
虫
を
く
わ
え

て
。
そ
し
て
最
後
に
戦
争
に
行

っ
て
い
た
船
員
の
お
父
さ
ん
が

息
子
の
元
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

米
国
人
絵
本
作
家
の
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン

︵
１
９
１
０
年
Ｎ
Ｙ
生
ま
れ
、

１
９
５
２
年
没
︶
に
よ
る
、
お

父
さ
ん
た
ち
の
物
語
。
ブ
ラ
ウ

ン
は
数
多
く
の
絵
本
作
品
を
発

表
、
42
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
後
も
作
品
は
世
代
を
超
え
て

世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
の
帰
還

兵
を
迎
え
る
子
供
を
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
物
と
一
緒
に
語
り
、
子

供
た
ち
の
喜
び
を
描
い
た
ブ
ラ

ウ
ン
の
遺
稿
を
元
に
２
０
１
０

年
に
作
ら
れ
た
本
。
挿
絵
は
リ

ノ
リ
ウ
ム
版
画
を
使
っ
た
独
特

の
作
風
を
持
つ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

在
住
の
人
気
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
サ
ベ
ー

ジ
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
お

と
う
さ
ん
お
か
え
り
﹄
︵
ブ
ロ

ン
ズ
新
社
︶
。　
　
　

︵
高
田
︶

６
月
19
日
は
﹁
父
の
日
﹂

 『The Fathers Are Coming Home』
Written by Margaret Wise Brown

Published by Margaret K. McElderry Books

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
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 STUDENT LIFE
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
初

等
部
４
・
５
年
生
は
１
日
か
ら

３
日
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
州
の
フ
ロ
ス

ト
バ
レ
ー
に
宿
泊
学
習
に
出
か

け
た
。
日
常
の
学
校
生
活
か
ら

離
れ
、
大
自
然
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
野
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
体
力
の
限
界
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
カ
ヌ
ー
で
は
友

だ
ち
と
息
を
合
わ
せ
て
活
動
を

行
っ
た
。
他
に
も
カ
レ
ー
作
り

や
、
山
で
遭
難
し
た
と
き
に
生

き
残
る
術
を
学
ぶ
ア
ウ
ト
ド
ア

リ
ビ
ン
グ
ス
キ
ル
で
シ
ェ
ル
タ

ー
作
り
、
み
ん
な
で
紐
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
友
だ
ち
を
空
中
に
つ
り

上
げ
る
フ
ラ
イ
ン
グ
ス
ク
ワ
ロ

ウ
な
ど
、
自
然
の
中
で
の
活
動

を
楽
し
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
楽
し

ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、﹁
よ
き

班
長
と
は
﹂﹁
カ
レ
ー
の
作
り

方
﹂﹁
布
団
や
シ
ー
ツ
の
た
た

み
方
﹂﹁
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
﹂
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
友

だ
ち
と
共
に
調
べ
た
こ
と
を
伝

え
合
い
、
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
た
。

　

﹁
充
実
し
た
思
い
出
を
つ
く

る
Ｆ
Ｖ
﹂
を
目
標
に
掲
げ
て
行

っ
た
こ
の
宿
泊
学
習
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
思
い

出
を
ま
た
一
つ
増
や
す
こ
と
が

で
き
た
。
３
日
間
の
経
験
が
子

ど
も
た
ち
の
宝
物
と
な
り
、
成

長
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
︵
Ｎ

Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
市　

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
は
６
月
４
日
、
夏
を
感
じ

さ
せ
る
晴
天
の
中
、
幼
児
部
の

﹁
大
運
動
会
﹂
を
同
学
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
た
。
運
動

会
は
保
護
者
を
交
え
た
盛
大
な

運
動
会
と
な
り
、
雲
一
つ
な
い

青
空
と
青
々
と
し
た
緑
の
芝
生

の
中
で
、
小
さ
な
幼
児
部
の
子

ど
も
達
の
か
わ
い
ら
し
い
笑
顔

が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
最
高
の
時
間

と
な
っ
た
。

　

日
本
の
幼
稚
園
な
ら
で
は
の

紅
白
玉
入
れ
、
大
玉
転
が
し
、

保
護
者
綱
引
き
、
全
員
リ
レ
ー

を
保
護
者
と
一
体
に
な
っ
て
楽

し
ん
だ
。
年
中
児
年
長
児
の
合

同
ダ
ン
ス
で
は
、
法
被
を
着
て

鳴
子
を
全
員
が
持
ち
、
組
体
操

を
取
り
入
れ
た
よ
さ
こ
い
の
リ

ズ
ム
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
保

護
者
競
技
の
綱
引
き
で
は
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
い
つ
も
と

違
っ
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
子
ど
も
達
は
大
興
奮
！

会
場
の
声
援
が
一
段
と
大
き
く

な
っ
た
。

　

閉
会
式
に
は
、
頑
張
っ
た
ご

褒
美
に
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
た
メ
ダ

ル
を
授
与
さ
れ
る
と
、﹁
や
っ

た
ー
﹂
の
歓
声
が
上
が
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
で
は
、

﹁
土
曜
日
は
日
本
語
の
日
﹂
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
週
土
曜
日
を

過
ご
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

親
子
そ
ろ
っ
て
大
運
動
会

楽しい

 

週
刊
Ｎ
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NJ 日本人学校

フロストバレー

宿泊学習

大
自
然
を
満
喫

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
日
本
語
補
習
校 A

lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
は
、
一

学
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

と
し
て
﹁
四
人
五
脚
で
謎
解
き

ゲ
ー
ム
﹂
を
行
っ
た
。
今
回
の

取
り
組
み
で
は
、
学
校
の
み
ん

な
が
楽
し
め
る
行
事
を
テ
ー
マ

に
子
ど
も
た
ち
が
発
案
、
計
画

し
て
き
た
。
当
日
は
、
年
上
の

子
が
中
心
に
な
っ
て
四
人
五
脚

が
初
め
て
の
子
に
教
え
て
あ
げ

た
り
、
並
び
方
を
工
夫
し
た
り

し
て
、
ゲ
ー
ム
に
臨
ん
だ
。
公

園
内
に
散
ら
ば
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
カ
ー
ド
を
見
つ
け
て
チ
ー
ム

で
ク
リ
ア
を
目
指
す
ゲ
ー
ム
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
子
ど
も

た
ち
は
﹁
あ
、
見
つ
け
た
！
﹂

﹁
あ
そ
こ
ま
で
行
こ
う
！
﹂
と

声
を
弾
ま
せ
た
。
ゲ
ー
ム
が
進

む
に
つ
れ
て
チ
ー
ム
の
息
は
合

っ
て
い
き
、
最
初
は
苦
戦
を
見

せ
た
四
人
五
脚
が
短
時
間
に
上

達
し
て
い
た
。
企
画
の
段
階

で
は
た
だ
﹁
や
り
た
い
﹂
と

い
う
気
持
ち
で
発
言
し
て
い

た
が
、
安
全
性
や
場
所
の
問

題
に
自
分
た
ち
で
気
づ
い
て

実
現
可
能
な
案
へ
と
変
更
し

て
き
た
。
自
分
た
ち
で
作
り

上
げ
た
行
事
は
、
一
学
期
を

飾
る
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
。

日本語補習校　Alto

四人五脚で謎解きゲーム
みんなが楽しめる行事を発案

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
tel:2014616502
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://japaneseschool.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２

村
上　

奈
々
香

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
４

ド
ゥ
ウ
ィ
ヴ
ェ
デ
ィ　

莉
愛

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

對
馬　

慈
保

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

川
口　

英
子　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
１

井
戸
田　

綾
音

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
２

　

小
松　

そ
ら

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://villagewellusa.com
tel:2122136069
https://www.kokinshodo.com/
http://www.kodomony.org
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ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
し
て
き

て
５
年
が
経
ち
ま
す
。
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
目

立
っ
た
い
じ
め
も
な
く
、
友
達

も
で
き
て
、
毎
日
そ
こ
そ
こ
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
英
語

も
絵
本
が
読
め
る
程
度
だ
っ
た

の
が
、
普
通
に
高
校
生
向
け
の

本
や
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
読
め

る
よ
う
に
な
り
、
英
検
準
一
級

を
取
り
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
慣

れ
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
当

た
り
前
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

感
覚
に
最
初
の
う
ち
は
と
て
も

戸
惑
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日

本
だ
と
学
校
で
床
に
座
る
と
き

は
体
育
座
り
を
し
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
胡
坐
を
か
き
ま

す
。
最
初
に
見
た
と
き
は
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
先
生
も
そ
れ

が
当
た
り
前
で
、
体
育
座
り
を

し
て
い
た
私
は
﹁
そ
ん
な
小
さ

く
な
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
。

周
り
と
同
じ
よ
う
に
座
っ
て
ご

ら
ん
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

さ
て
、
冒
頭
で
﹁
い
じ
め
は

な
く
﹂
と
言
い
ま
し
た
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
意
地
悪
や
も
や
っ

と
す
る
こ
と
は
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

に
来
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
意
味
が
分
か
っ
て
い

な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
あ
ま

り
よ
ろ
し
く
な
い
言
葉
を
言
わ

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
別

に
疑
う
こ
と
な
く
言
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、
言
わ
せ
た
子

が
と
て
も
楽
し
そ
う
な
顔
を
し

て
い
た
の
で
、﹁
あ
っ
、
こ
れ

な
ん
か
下
品
な
や
つ
だ
。﹂
と

一
瞬
で
悟
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ま
た
別
の
単
語
を

出
さ
れ
て
日
本
語
で
な
ん
と
言

う
の
か
聞
か
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
単
語
も
意
味
が
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
適
当
に
林
檎
と

か
葡
萄
と
答
え
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
そ
の
子
が
友
達
に
り

ん
ご
！
と
言
い
だ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
た
そ
の

子
の
友
達
は
ぶ
ど
う
で
反
撃
を

始
め
た
の
で
す
。
き
の
こ
・
た

け
の
こ
戦
争
な
ら
ぬ
、
り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
戦
争
が
勃
発
し
た
み
た

い
で
ち
ょ
っ
と
面
白
か
っ
た
で

す
。

　

ま
た
あ
る
時
は
、
前
の
席
の

子
に
﹁
る
な
っ
て
日
本
か
ら
来

た
ん
で
し
ょ
？
ジ
ョ
ジ
ョ
知
っ

て
る
？
﹂
と
聞
か
れ
﹁
ご
め
ん
。

観
て
な
い
で
す
。﹂
と
答
え
た

ら
、
下
手
な
日
本
語
で
﹁
お
前

は
も
う
死
ん
で
い
る
﹂
と
言
い

放
た
れ
、
そ
の
ま
ま
ク
ル
っ
と

前
を
向
か
れ
ま
し
た
。
も
う
ち

ょ
っ
と
い
い
返
し
方
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
向
こ
う

も
も
う
少
し
愛
想
よ
く
し
て
く

れ
て
も
い
い
の
に
な
と
思
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
言
わ
れ
た

セ
リ
フ
が
、
誰
か
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
作
品
内
の
有
名
な
セ
リ

フ
だ
と
い
う
の
は
知
っ
て
い
ま

し
た
し
、
か
の
ジ
ョ
ジ
ョ
立
ち

な
る
も
の
も
な
ん
と
な
く
知
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

に
い
た
頃
の
私
が
観
て
い
た
ア

ニ
メ
と
い
え
ば
、
プ
リ
キ
ュ
ア

に
ア
イ
カ
ツ
、
サ
ザ
エ
さ
ん
、

ま
る
ち
ゃ
ん
、
コ
ナ
ン
君
に
ド

ラ
え
も
ん
。
そ
し
て
E
テ
レ
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
。
あ
と
は
た
ま

に
金
曜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
観
る

程
度
で
し
た
。
こ
ん
な
言
い
方

は
良
く
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん

な
私
が
ジ
ョ
ジ
ョ
を
観
て
い
る

方
が
お
か
し
い
の
で
す
。
し
か

も
、
親
が
高
校
生
ぐ
ら
い
の
と

き
に
流
行
っ
た
ゴ
リ
ゴ
リ
の
バ

ト
ル
も
の
で
す
。
ま
あ
、
最
後

の
は
向
こ
う
な
り
に
か
っ
こ
よ

く
決
め
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
例
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
無
視
さ
れ
た
り
、

授
業
で
発
表
が
終
わ
っ
た
後
に

笑
い
を
こ
ら
え
な
が
ら
︵
こ
ら

え
き
れ
て
な
い
人
も
い
ま
す
︶

拍
手
さ
れ
た
り
、﹁
な
ん
か
全

然
喋
ん
な
い
日
本
人
と
仲
良
く

し
て
あ
げ
て
る
自
分
﹂
が
好
き

な
子
が
い
た
り
。
自
分
か
わ
い

い
精
神
の
子
は
最
初
は
仲
良
く

し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
周
り

に
溶
け
込
み
始
め
、
他
の
ち
ょ

っ
と
仲
い
い
子
が
で
き
て
く
る

と
最
終
的
に
無
視
さ
れ
ま
す
。

結
構
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
ほ
と
ん

 ﹁
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
る
な
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こ
の
本
の
主
人
公
は
メ
リ

ー
と
い
う
女
の
子
で
す
。
メ

リ
ー
は
あ
ま
や
か
さ
れ
て
育

っ
た
の
で
わ
が
ま
ま
で
い
じ

わ
る
で
し
た
。
で
も
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
が
死
ん
で
し

ま
っ
て
、
メ
リ
ー
は
お
じ
さ

ん
の
家
で
生
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
今

ま
で
と
ち
が
っ
て
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
し
な
い
と
い

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
庭
に
、
ひ
み
つ
の

と
び
ら
を
み
つ
け
て
、
そ
の

む
こ
う
に
、
か
く
れ
た
き
れ

い
に
さ
れ
て
な
い
庭
を
み
つ

け
て
、
お
友
達
と
お
花
を
た

く
さ
ん
う
え
ま
し
た
。

　

メ
リ
ー
は
と
て
も
や
さ
し

く
て
、
他
の
人
の
こ
と
も
ち

ゃ
ん
と
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、

鳥
が
メ
リ
ー
に
ひ
み
つ
の
庭

の
か
ぎ
を
探
し
て
あ
げ
る
と

こ
ろ
で
す
。
メ
リ
ー
が
他
の

鳥
に
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た

か
ら
、
鳥
も
や
さ
し
く
し
て

く
れ
た
と
お
も
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
本
か
ら
、
人
に

や
さ
し
く
し
た
ら
、
そ
の
人

も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
を
勉
強
し
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
に
よ
ん
だ
と
き
よ

り
も
、
大
切
な
内
容
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
９
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
お
す
も
う
さ
ん
で

す
。
き
の
う
は
、
ゆ
う
し
ょ
う

決
定
せ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
相

手
は
、
白
ほ
う
で
し
た
。
ぼ
く

は
、
白
ほ
う
に
く
ら
べ
て
と
て

も
小
さ
い
の
で
と
て
も
ふ
安
で

し
た
。

　

﹁
は
っ
け
よ
い
の
こ
っ
た
。﹂

と
い
っ
て
と
り
組
が
は
じ
ま
る

と
、
白
ほ
う
が
す
ご
い
は
や
さ

で
、と
っ
し
ん
し
て
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
時
の
た
め
に
長

く
た
め
て
い
た
大
き
な
お
な
ら

を
力
い
っ
ぱ
い
し
ま
し
た
。

　

﹁
ブ
ブ
ブ
ブ
、
ド
カ
ー
ン
。﹂

と
ば
く
は
つ
音
が
し
ま
し
た
。

白
ほ
う
が
気
ぜ
つ
し
そ
う
に
な

っ
て
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
時

に
、
ぼ
く
は
、
白
ほ
う
の
右
足

を
持
っ
て
ひ
っ
く
り
か
え
し
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
つ
い
に
ゆ
う

し
ょ
う
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
あ
の
と
て
も
強
い

白
ほ
う
を
た
お
せ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
９
年
４
か
月
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）
 ﹁﹃

ひ
み
つ
の
花
ぞ
の
﹄
を

読
ん
で
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
　
愛
澄

ど
毎
日
心
に
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
じ
め
ら
れ

て
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
心
配

も
か
け
た
く
な
い
の
で
、
親
に

相
談
す
る
こ
と
も
な
く
、
な
に

か
あ
っ
た
か
と
か
聞
か
れ
て
も

﹁
特
に
何
も
﹂
と
答
え
て
い
ま

し
た
。
幸
い
に
も
私
は
爆
発
せ

ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
爆
発
し

て
し
ま
う
子
も
い
る
と
聞
き
ま

す
。
向
こ
う
は
ち
ょ
っ
と
か
ら

か
っ
た
つ
も
り
で
も
、
積
み
重

な
る
と
意
外
と
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
に
な
り
ま
す
。
一
個
一
個
が

小
さ
い
の
で
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
限
界
が
来
て
し
ま
う
の
で

す
。
ま
さ
に
﹁
塵
も
積
も
れ
ば

山
と
な
る
﹂
で
す
。
取
り
除
き

や
す
い
﹁
塵
﹂
の
う
ち
に
、
吐

き
出
せ
る
よ
う
な
場
所
が
創
ら

れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

︵
滞
米
４
年
10
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

お
日
さ
ま
が
ぴ
か
ぴ
か
光

っ
て
い
る
日
曜
日
で
し
た
。

小
鳥
の
ピ
ッ
ピ
は
、
ほ
か
の

鳥
が
う
つ
く
し
く
と
ぶ
の
を

見
つ
め
る
だ
け
で
、
自
分
は

と
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
日

も
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
も
、
う

ま
く
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
夜
、
ふ
し
ぎ
な
ゆ
め

を
見
ま
し
た
。
ピ
ッ
ピ
は
、

た
だ
の
鳥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
て
も
や
さ
し
い
小
鳥
で
す
。

ゆ
め
の
中
で
光
っ
て
い
る
火

の
玉
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
火
の
玉
は
言
い
ま
し
た
。

﹁
こ
の
し
つ
も
ん
を
正
し
く
答

え
た
ら
き
み
に
と
ぶ
力
を
あ

げ
る
。
正
し
く
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
ら
、
き
み
は
こ
の
世

か
ら
き
え
る
﹂。

　

ピ
ッ
ピ
は
、
じ
っ
と
火
の

玉
を
見
つ
め
ま
し
た
。﹁
も
し
、

き
み
の
家
ぞ
く
や
友
だ
ち
が

け
が
を
し
て
い
て
、
き
み
だ

け
が
た
す
か
っ
た
ら
何
を
す

る
？

一
、
み
ん
な
を
す
て
て
、
自

分
だ
け
家
へ
帰
る
。

二
、
一
ぴ
き
だ
け
た
す
け
、
ほ

か
の
鳥
を
お
い
て
い
く
。

三
、
自
分
も
そ
こ
で
た
す
け

を
ま
つ
。

　

﹁
ぼ
く
は
、
一
ぴ
き
の
こ
ら

ず
か
か
え
て
家
に
帰
り
、
全
い

ん
の
け
が
を
な
お
し
ま
す
﹂。

　

そ
の
答
え
に
お
ど
ろ
い
た

火
の
玉
は
、
す
が
た
を
け
し
、

ピ
ッ
ピ
に
金
色
の
羽
が
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
に
な
っ
て
も
、
そ
の
き

せ
き
の
羽
は
、
き
え
ま
せ
ん

で
し
た
。　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
東
京
で
は

ち
ょ
う
ど
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
今
日
、
梅
雨
入
り
宣
言
が

出
ま
し
た
。
雨
嫌
い
な
筆
者
に

は
皮
肉
な
話
で
す
が
、
実
は
先

月
頭
よ
り
先
週
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
へ
﹁
一
時
帰
国
﹂
し
て
お
り

日
本
に
戻
っ
た
矢
先
に
こ
れ
で

す
︵
苦
笑
︶
。
今
回
の
滞
在
期

間
に
は
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、

ル
ー
ト
66
旅
は
Ｉ
Ｌ
、
Ｍ
Ｏ
、

Ａ
Ｚ
、
Ｃ
Ａ
の
４
州
の
一
部
の

み
で
し
た
が
、
現
地
の
た
く
さ

ん
の
友
人
の
元
気
な
姿
が
見

れ
、
ま
た
新
た
な
情
報
も
入
手

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
追
々
皆

さ
ん
に
も
そ
の
お
話
を
し
て
行

く
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
66
コ
ラ

ム
も
シ
ー
ズ
ン
④
、
そ
ろ
そ
ろ

お
ス
ス
メ
旅
の
話
を
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
が
、
何
せ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
水
を
差
さ
れ
て

以
来
、
多
く
の
方
々
も
﹁
ま
だ

そ
の
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
﹂

と
お
考
え
と
思
い
何
と
な
く
他

の
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
ど

う
や
ら
ア
メ
リ
カ
国
内
は
旅
行

が
出
来
る
環
境
に
戻
っ
た
よ
う

な
の
で
、
今
月
は
そ
の
﹁
準
備

編
﹂
と
し
て
、
ル
ー
ト
66
に
出

よ
う
と
し
て
い
る
人
達
に
実
際

よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先

月
話
題
に
し
た
モ
バ
イ
ル
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
と
一
緒
に

参
考
に
し
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
月
の

﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
ル

ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④
第
14
回

は
﹁
旅
の
準
備
・
注
意
点
﹂
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
一
番
聞
か
れ
る
こ
と
の

一
つ
に
﹁
計
画
は
自
分
で
全
て

し
た
方
が
い
い
の
？
そ
れ
と
も

代
理
店
？
﹂
で
す
。
紙
面
の
都

合
上
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
の
場
合

も
良
い
点
、
悪
い
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
自
身
の
旅
行
の
目

的
、
ス
タ
イ
ル
に
合
う
か
ど
う

か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。﹁
そ

の
旅
に
何
を
期
待
す
る
の
か
﹂

を
書
き
出
す
と
答
え
は
意
外
と

簡
単
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
人

的
所
感
で
す
が
、
何
れ
に
せ
よ

初
め
て
の
ル
ー
ト
66
の
旅
で

は
、
そ
の
３
割
す
ら
見
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
に
、
２
回
目
以
降

気
が
付
き
ま
す
。

　

続
い
て
、﹁
ル
ー
ト
66
の
起

点
は
シ
カ
ゴ
な
の
で
通
常
東
か

ら
西
へ
向
か
う
が
、
終
点
の
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
か
ら
出
て
は
い
け

な
い
の
？
﹂
と
い
う
質
問
も
多

い
で
す
。
実
の
と
こ
ろ
、
ル
ー

ト
66
を
ど
の
方
向
に
横
断
す
る

の
か
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ

り
、
様
々
な
意
見
が
世
界
中
で

あ
り
ま
す
。
経
験
か
ら
す
れ
ば

﹁
ほ
と
ん
ど
の
﹂
旅
行
者
は
東

か
ら
西
へ
走
り
ま
す
が
、
そ
の

逆
を
行
く
バ
イ
カ
ー
、
車
、
Ｒ

Ｖ
に
も
出
く
わ
す
こ
と
も
多
い

で
す
。
考
慮
す
べ
き
点
は
﹁
時

差
と
陽
射
し
﹂
で
し
ょ
う
か
。

　

続
い
て
は
、﹁
旅
の
計
画
は

ど
の
く
ら
い
前
か
ら
立
て
る
べ

き
？
﹂
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

﹁
ル
ー
ト
66
を
走
る
﹂
と
言
っ

て
も
た
だ
単
に
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ

地
点
に
移
動
す
る
だ
け
で
は
、

計
画
性
が
な
い
で
す
よ
ね
。
一

日
一
日
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、

走
る
距
離
に
も
よ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
出
発
予
定
日
の
３

か
月
前
か
ら
じ
っ
く
り
計
画
し

始
め
る
の
が
理
想
的
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
筆
者
自
身
、
何

度
も
走
っ
て
ま
す
が
、常
に﹁
ル

ー
ト
66
で
は
今
、
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
﹂
の
情
報
収
集
を
怠

ら
な
い
よ
う
、
毎
回
少
な
く
と

も
１
か
月
前
か
ら
じ
っ
く
り
構

想
を
練
り
ま
す
。

　

﹁
旅
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は

い
つ
で
す
か
？
﹂
も
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
聞
か
れ
ま
す
。
筆
者

の
答
え
は
﹁
行
け
る
な
ら
い
つ

で
も
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
行

き
ま
し
ょ
う
﹂
で
す
が
︵
笑
︶、

実
際
問
題
と
し
て
は
Ｎ
Ｇ
回
答

で
す
よ
ね
。
ご
存
知
の
通
り
ル

ー
ト
66
は
全
部
で
８
州
、
３
つ

の
時
間
帯
、
そ
し
て
全
線
で
あ

れ
ば
距
離
に
し
て
約
４
０
０
０

キ
ロ
も
あ
り
ま
す
。
肥
沃
な
土

地
か
ら
始
ま
り
、
大
草
原
を
経

て
砂
漠
地
帯
に
至
る
ま
で
、
全

く
異
な
る
風
景
、
気
候
帯
を
旅

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
基
本
的
に
、
ル
ー
ト
66

は
﹁
春
か
ら
秋
﹂
ま
で
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
通
常
一

般
的
に
は
、﹁
最
適
な
時
期
は

６
月
ま
た
は
９
月
﹂
と
お
伝
え

し
ま
す
。

　

﹁
ル
ー
ト
66
を
走
る
な
ら
バ

イ
ク
で
す
か
？
車
で
す
か
？
﹂

も
、少
な
か
ら
ず
聞
か
れ
ま
す
。

︵
バ
イ
カ
ー
で
あ
れ
ば
回
答
は

明
瞭
で
す
が
︶
昨
今
レ
ン
タ
カ

ー
代
も
急
に
高
く
な
り
ま
し
た

が
、
レ
ン
タ
ル
・
バ
イ
ク
も
実

は
意
外
と
高
い
の
で
す
。ま
た
、

﹁
21
歳
以
上
で
、
６
５
０
ｃ
ｃ

以
上
の
バ
イ
ク
に
２
年
以
上
乗

っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
﹂
と
い

う
形
式
上
の
制
約
も
あ
り
ま
す

が
、
大
切
な
こ
と
は
﹁
自
分
自

身
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ

と
﹂
で
す
。
バ
イ
ク
は
見
た
目

以
上
に
負
荷
も
大
き
く
、
荷
物

の
収
納
等
も
車
ほ
ど
充
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。﹁
自
分
が
簡
単

に
扱
え
な
い
も
の
に
乗
っ
て
荒

道
を
走
る
の
は
想
像
以
上
に
大

変
で
す
よ
﹂
と
申
し
て
お
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
ご
紹
介
す

る
の
が
、﹁
ル
ー
ト
66
は
単
独

と
グ
ル
ー
プ
、
ど
ち
ら
が
良
い

で
す
か
﹂
で
す
。
当
た
り
前
で

す
が
、
車
で
あ
れ
ば
同
乗
で
き

る
人
数
は
座
席
数
で
制
限
さ
れ

ま
す
が
、
バ
イ
ク
の
場
合
は
別

で
す
ね
。
連
日
の
中
・
長
距
離

走
行
、
予
め
決
め
た
旅
程
、
そ

し
て
天
候
の
変
化
は
、
ど
ん
な

に
強
い
︵
仲
良
い
︶
人
間
関
係

も
試
練
に
立
た
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
従
っ
て
、
グ
ル
ー
プ

で
あ
れ
ば
、
予
め
仲
間
を
よ
く

知
り
、
皆
が
似
た
世
界
観
や
興

味
を
持
ち
、
著
し
く
身
勝
手
な

人
が
い
な
い
か
の
確
認
が
重
要

で
す
。
事
実
と
し
て
受
け
止
め

て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
旅
の
途

中
で
多
く
の
グ
ル
ー
プ
に
大
な

り
小
な
り
危
機
が
訪
れ
ま
す
。

街
中
を
観
光
旅
行
し
て
い
る
の

と
は
違
い
ま
す
。
大
小
の
衝
突

に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

個
人
と
そ
の
力
量
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

　

そ
の
他
準
備
と
し
て
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、﹁
ル
ー

ト
66
の
旅
計
画
に
は
３
つ
の
パ

ラ
メ
ー
タ
が
大
切
で
す
﹂
と
最

後
に
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
は
﹁
旅
の
総
日
数
﹂、
次

に
﹁
ル
ー
ト
66
上
で
訪
れ
た
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
数
﹂、
そ
し

て
﹁
１
日
の
移
動
距
離
︵
を
適

度
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
︶﹂
で

す
。
旅
行
計
画
時
か
ら
旅
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
思
う
存
分
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
ま

た
来
月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
14

： 
旅
の
計
画
は
し
っ
か
り
と　

︵
Ｑ
＆
Ａ
︶

 第 441 回

　

今
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
藤
田
美
術
館
︵
大
阪
市
︶

を
訪
問
し
て
、
驚
き
ま
し
た
。

チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
が
な
い
の
で

す
。
さ
て
は
事
前
予
約
の
み
な

の
か
と
思
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
展
示
室
入

り
口
前
に
並
ん
で
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
で
、
並
ん
で
い
た
ら
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
持
っ
た
職

員
が
回
っ
て
き
て
、
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
で
入
館
料
を
支
払
い

ま
し
た
。
現
金
で
も
対
応
は
可

能
な
よ
う
で
す
が
、
基
本
的
に

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
事
前
予
約
又

は
カ
ー
ド
で
の
支
払
い
だ
そ
う

で
す
。
ち
な
み
に
、
入
館
料
は

20
歳
以
上
１
０
０
０
円
で
、
そ

れ
以
下
は
無
料
、
基
本
的
に
は

館
蔵
品
な
の
で
写
真
撮
影
は
Ｏ

Ｋ
で
、
題
箋
に
は
作
品
名
と
制

作
年
、
制
作
地
以
外
の
表
記
は

な
く
、
館
内W

i-Fi

に
接
続
し
、

自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

解
説
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
入
館
券
や

解
説
シ
ー
ト
等
も
完
全
に
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
さ
れ
、SD

G
s

に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
さ
ら

な
が
ら
博
物
館
の
伝
統
的
な
鑑

賞
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
実
感
し

た
次
第
で
す
。
館
内
に
は
案
内

表
示
や
注
意
書
き
等
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
優
れ
た
美
術
品
を
集

中
し
て
鑑
賞
で
き
る
環
境
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す

が
、
伝
統
的
な
鑑
賞
ス
タ
イ
ル

に
慣
れ
て
い
る
高
齢
者
等
に
は

な
か
な
か
敷
居
が
高
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
の
も
事
実
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
他
館
で
も
多

く
見
ら
れ
た
例
で
す
が
、
事
前

予
約
制
と
は
知
ら
ず
に
窓
口
に

来
ら
れ
た
方
が
、
今
な
ら
余
裕

が
あ
る
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予

約
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
も
、
そ

も
そ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

い
慣
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
か
な

り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
し
ょ

う
。
し
か
も
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

の
際
に
個
人
情
報
ま
で
入
力
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
、
そ
の
こ

と
自
体
に
抵
抗
感
を
覚
え
る
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
に
伴
う
個
人
情
報
の

保
護
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

２
０
１
４
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
に
あ
る
﹁
ア
バ
・
ザ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
﹂
を
訪
問
し
た

際
も
、
完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
、
入
口
や
シ
ョ
ッ
プ
の

レ
ジ
前
に
﹁A

 CA
SH

LESS 
M

U
SEU

M

﹂
と
表
示
さ
れ
て

い
た
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ビ
ョ

ル
ン
・
ウ
ル
ヴ
ァ
ー
ス
氏
の

息
子
が
強
盗
に
遭
っ
た
経
験
か

ら
、﹁
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
効

果
的
な
犯
罪
防
止
策
﹂
を
進
め

る
た
め
に
率
先
し
て
導
入
し

た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
街

な
か
で
も
﹁N

o Cash

︵
現
金

お
断
り
︶﹂
と
表
示
さ
れ
た
店

舗
が
多
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
世
界
レ
ベ
ル
で
進
ん
で
お

り
、
既
に
中
国
で
は
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
自
動
販
売
機
で
す
ら

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
現
金
が
使

え
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の

で
す
が
、
日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
比
率
は
3
割
程
度
で

世
界
的
に
は
低
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
現
金
の
信
用

度
が
高
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
経
済
産
業
省
が

２
０
１
８
年
4
月
に
策
定
し
た

﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
で
は
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
40
％
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
さ
ら
に

促
進
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
博

物
館
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
︶

進む

キャッシュレス化

http://www.at-newyork.com/
https://artofhaiku.org/
tel:2122136069
tel:2122136069
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

﹃
古
事
記
﹄
に
よ
る
と
、
イ

ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
は

天
と
地
を
つ
な
ぐ
天
浮
橋
︵
あ

ま
の
う
き
は
し
︶
の
上
に
立
っ

て
血
の
交
わ
り
を
し
た
と
伝
え

る
。
こ
の
橋
は
虹
だ
と
い
わ
れ
、

太
陽
光
線
が
空
中
に
浮
か
ぶ
小

さ
な
水
滴
の
な
か
で
反
射
屈
指

し
て
起
こ
る
光
の
現
象
で
、
吸

収
さ
れ
な
い
で
反
射
さ
れ
た
波

長
の
光
が
、
赤
・
黄
・
青
・
緑
・

紫
な
ど
の
色
と
し
て
眼
に
う
つ

る
。
ち
な
み
に
、
虹
が
天
地
の

通
路
と
す
る
伝
承
は
、
昔
か
ら

民
族
宗
教
や
土
俗
信
仰
と
密
接

な
か
か
わ
り
を
も
ち
、
日
本
に

限
ら
ず
古
代
ゲ
ル
マ
ン
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
の
高
砂
族
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
な
ど
、
ま
た
子

ど
も
の
霊
が
虹
に
乗
っ
て
昇
天

す
る
と
い
う
信
仰
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
に
み
ら
れ
た

り
、
世
界
的
に
広
く
分
布
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
色
は
も
の
を

認
識
す
る
う
え
で
の
基
礎
に
な

る
と
同
時
に
、
光
の
波
動
か
ら

人
間
の
感
情
や
心
理
に
働
き
か

け
る
こ
と
か
ら
、
絵
画
な
ど
の

純
粋
美
術
や
、
服
飾
、
室
内
装

飾
な
ど
応
用
美
術
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
き
た
。
女
性
の
高
い
声

を
﹁
黄
色
い
声
﹂
と
い
う
よ
う

に
、
通
常
と
異
な
る
感
覚
を
生

じ
る
知
覚
現
象
を
﹁
共

感
覚
﹂
と
い
う
。
心
の

色
に
も
三
原
色
︵
青
・

赤
・
黄
︶
に
す
べ
て
の

色
を
反
射
す
る
白
と
吸

収
す
る
黒
を
足
し
た
五

色
が
あ
り
、
眼
・
耳
・
鼻
・

舌
・
身
に
あ
て
は
め
た
。

そ
れ
に
な
ぞ
ら
れ
た
五

欲
︵
性
・
食
・
睡
眠
・
財
・
名

誉
︶
に
執
着
す
る
欲
界
と
、
執

着
心
は
超
越
し
た
陰
陽
両
性
か

ら
な
る
色
界
︵
仏
教
に
て
、
衆

生
は
生
死
の
繰
り
返
し
で
輪
廻

す
る
と
い
う
三
界
の
う
ち
の
二

つ
で
、
あ
と
無
色
界
が
あ
る
︶

を
現
実
に
つ
な
い
で
結
ぶ
の
が

虹
で
、
古
典
文
学
的
に
天
浮
橋

と
表
現
し
た
。さ
て
、﹃
古
事
記
﹄

の
﹁
二
神
︵
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ

ナ
ミ
︶
の
神
婚
﹂
に
よ
る
と
、

初
産
は
水
蛭
子
︵
ひ
る
こ
︶
＝

水
子
で
流
産
し
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
二
神
は
天
に
昇
っ
て
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、
女
が
先
に
言

葉
を
か
け
た
こ
と
が
原
因
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
今
度
は

逆
に
男
か
ら
声
が
け
を
し
た
と

こ
ろ
、
淡
路
島
を
は
じ
め
、
四

国
や
九
州
な
ど
の
国
土
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
生
ま
れ
る
。
一
般
に
お

金
の
こ
と
は
お
宝
と
い
い
子
ど

も
の
こ
と
を
子
宝
と
い
う
。
古

代
の
日
本
人
は
子
孫
を
繁
栄
さ

せ
る
こ
と
も
、
国
造
り
・
物
造

り
・
家
造
り
な
ど
す
べ
て
夫
婦

の
和
合
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る

と
し
、
生
殖
行
為
を
神
聖
な
も

の
と
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的

な
儀
式
と
し
て
重
ん
じ
生
活
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
市
川
九
團
次
氏
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
天
地
開
闢
シ

リ
ー
ズ
に
、
子
宝
・
安
産
祈
願

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
イ
ザ

ナ
ミ
を
中
心
と
し
て
万
物
が
誕

生
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
こ
め
た
ペ

ン
ダ
ン
ト
﹃
繁
栄
﹄︵H

A
N

E
I

︶

が
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
か

ら
で
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー
繁栄（HANEI) 
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山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
神
婚
と
虹
の
橋
﹄﹂
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
26

　

そ
の
夏
、
私
は
バ
ッ
テ
リ
ー

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
の
友
人
宅
に
ひ

と
り
で
泊
ま
っ
て
い
た
。
友
人

夫
婦
の
サ
ラ
と
ビ
ル
が
コ
ネ
テ

ィ
カ
ッ
ト
州
の
避
暑
地
で
一
か

月
ほ
ど
過
ご
す
間
、
二
匹
の
猫

の
世
話
を
頼
ま
れ
た
の
だ
。 

　

こ
こ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
最

南
西
に
位
置
す
る
高
級
住
宅
地

だ
。
友
人
の
ア
パ
ー
ト
は
、
ハ

ド
ソ
ン
川
に
面
し
て
い
る
。
ゆ

っ
た
り
し
た
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

と
マ
ス
タ
ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

︵
主
寝
室
︶
は
、 

川
側
が
一
面

大
き
な
窓
に
な
っ
て
い
て
、
目

の
前
に
ハ
ド
ソ
ン
川
が
穏
や
か

に
横
た
わ
る
。 

　

N
O

R
W

E
G

IA
N

 D
A

W
N

︵
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
夜
明
け
︶
と

書
か
れ
た
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

が
、
ゆ
っ
く 

り
と
通
り
過
ぎ

て
い
く
。
週
末
は
白
い
帆
を
揚

げ
て
、
何
艘
も
の
ヨ
ッ
ト
が
浮

か
ん
で
い
る
。
向
こ
う
岸
に
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
左
手
に

は
自
由
の
女
神
が
見
え
る
。

　

川
沿
い
の
遊
歩
道
を
、
人
々

が
犬
を
連
れ
て
散
歩
し
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
し
て
い
る
。
老
い
も
若

き
も
、 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち

は
元
気
だ
。 　
　

　

猫
に
餌
を
や
る
と
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
と
カ
メ
ラ
を
手
に
、

部
屋
を
あ
と
に
し
た
。 

　

一
階
の
ロ
ビ
ー
に
出
る
と
、

ド
ア
マ
ン
が
挨
拶
し
て
く
る
。 

　

H
o

w
 a

re y
o

u
 th

is 
m

orning? 

　

今
朝
は
、
お
元
気
で
 す
か
。 

　

F
in

e. It's g
org

eou
s 

today! 

　

え
え
。
今
日
は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

な
天
気
だ
こ
と
！

　

私
が
建
物
の
外
を
指
し
な
が

ら
話
し
か
け
る
と
、
す
か
さ
ず

ド
ア
マ
ン
が
笑
顔
で
答
え
る
。

　

Y
es. A

nd so are you. 

　

え
え
。あ
な
た
も
、で
す
よ
。 

　

あ
っ
さ
り
と
、さ
わ
や
か
に
。

　

お
世
辞
と
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
う
れ
し
く
て
、
小
さ
な
声

で
サ
ン
キ
ュ
ー
と
言
っ
て
み

る
。

　

そ
う
そ
う
、
荷
物
が
届
い
て

い
ま
す
よ
。

　

あ
り
が
と
う
。
で
も
、
肋
骨

を
骨
折
し
た
の
で
、
持
て
な
い

の
。

　

え
え
？ 

そ
れ
は
ま
た
、
い

っ
た
い
ど
う
し
て
？

　

肋
骨
骨
折
と
い
う
と
、
重
症

の
響
き
が
あ
る
が
、
コ
ル
セ
ッ

ト
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
見

た
目
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
る
一
週

間
ほ
ど
前
に
東
京
で
、
ス
ポ
ー

ツ
タ
イ
プ
の
自
転
車
に
乗
ろ
う

と
し
て
、
足
を
後
ろ
に
上
げ
た

と
こ
ろ
で
後
輪
に
ひ
っ
か
け
、

ハ
ン
ド
ル
が
胸
に
突
き
当
た
っ

た
状
態
で
地
面
に
倒
れ
た
の

だ
。
そ
れ
も
、
礼
拝
で
祈
り
を

捧
げ
、
敬
虔
な
気
持
ち
で
教
会

を
出
た
と
こ
ろ
で
。

　

お
や
お
や
。
じ
ゃ
あ
、
私
が

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

W
e w

ould do anything 
for you. 

　

あ
な
た
の
た
め
な
ら
、
何
だ

っ
て
い
た
し
ま
す
よ
。 

　

あ
り
が
と
う
。 

　

O
K

, m
a'am

. E
njoy the 

w
eather. 

ド
ア
マ
ン
と
の
会
話 エッセイ連載 ㉙

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

そ
れ
で
は
奥
さ
ん
、
い
い
天

気
で
す
か
ら
、
楽
し
ん
で
。 

　

振
り
向
い
た
私
に
、
も
う
ひ

と
言
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
、
自
転
車
は
禁

物
で
す
よ
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
さ
ん
ぽ
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。https://

books.bu
n

shu
n

.jp/list/
search-g?q=

岡
田
光
世

　

ク
ロ
ナ
ッ
ツ
が
一
世
風
靡

し
、
そ
の
後
も
新
商
品
を
生
み

出
す
た
び
に
行
列
と
な
る
ド
ミ

ニ
ク
・
ア
ン
セ
ル
・
ベ
ー
カ
リ

ー
は
３
日
、
規
制
緩
和
で
よ
う

や
く
解
禁
に
な
っ
て
き
た
旅
を

テ
ー
マ
に
し
た
ケ
ー
キ
・
シ
リ

ー
ズ
﹁
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ザ
・
ワ

ー
ル
ド
﹂
を
発
売
し
た
。 

　

同
店
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ

い
て
﹁
旅
行
が
で
き
な
か
っ
た

２
年
間
の
後
、
世
界
が
再
び
開

け
た
喜
び
を
旅
先
の
食
で
表
現

し
た
﹂
と
伝
え
て
い
る
。
同
シ

リ
ー
ズ
は
、
日
本
で
人
気
の
ふ

わ
ふ
わ
な
パ
ン
ケ
ー
キ
を
ヒ
ン

ト
に
メ
イ
プ
ル
・
ム
ー
ス
と
キ

ャ
ラ
メ
ラ
イ
ズ
し
た
バ
ナ
ナ
に

ピ
ー
カ
ン
の
フ
ィ
ユ
テ
ィ
ー

ヌ
、
塩
味
の
あ
る
マ
ス
カ
ル
ポ

ー
ネ
・
ク
リ
ー
ム
を
加
え
た﹁
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
フ
レ
・
パ
ン

ケ
ー
キ
﹂
を
は
じ
め
﹁
イ
タ
リ

ア
ン
・
ブ
ッ
ラ
ー
タ
﹂﹁
フ
レ

ン
チ
・
ブ
リ
ー
・
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
﹂﹁
香
港
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー

ス
・
ボ
ッ
ク
ス
﹂﹁
メ
キ
シ
カ

ン
・
タ
コ
﹂﹁
タ
イ
・
マ
ン
ゴ
・

ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
ラ
イ
ス
﹂﹁
ホ

ッ
ト
ド
ッ
グ
﹂
の
６
種
。
ソ
ー

ホ
ー
店
︵
ス
プ
リ
ン
グ
通
り

１
８
９
番
地
︶
の
み
、
７
月
21

日
ま
で
の
限
定
発
売
。

ドミニク・アンセルの

限定新スイーツテ
ー
マ
は
世
界
旅
行 

https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://mijikan.blogspot.com/
tel:9175773969
https://www.atlanticgrace.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.yamagatadental.net/
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EVENT　 
■第 40 回マーメイドパレード＝ 6/18　
13:00（Parade start at West 21st St. & 
Surf Ave.）毎夏恒例だったパレードが 2
年休止ののち今年は開催される。フロー
トのほか、参加者が人魚や古代神話を題
材にした個性豊かな海の生物の仮装をし
て練り歩く。参加者も募集中。
詳細は https://www.coneyisland.com
■第 53 回 NYC プライドマーチ＝ 6/26　
12:00（Start from 5th Ave.at 25th St.）世
界最大級のプライドマーチが今年は開催
される。街中にレインボーが飾られ、夜
はエンパイアステートビルも虹色にライ
トアップされる。
詳細は https://www.nycpride.org
■ JAPAN  Fes ( 食の祭典「串もの」ス
トリートフェア）＝６/19（日）10:00 〜
18:00（ブルックリンの７アベニュー、５
丁目と６丁目の間）。焼き鳥、今川焼き、
たこ焼き、唐揚げ、日本手ぬぐい、着物
販売と着付けなど日本文化紹介イベント。
詳細は https://www.japanfes.com

CLASS/SEMINAR
■ Japanese SHARE 主 催「 婦 人 科 で
知っておきたい 10 のこと〜今日であな
たの不安と疑問が一気に解決〜」＝ 6/25　
20:00　婦人科腫瘍専門医の鈴木幸雄先
生、産婦人科専門医で思春期相談士の玉
田さおり先生を講師に迎え、婦人科系の
健康問題や病気について解説するオンラ
インセミナー。参加費無料。申し込みは
https://sharejp.org/schedule/2022/6/25

MUSIC
■フジコ・ヘミング、ピアノリサイタ
ル ＝ 7/23　15:00　Carnegiehall（57th 
St. ＆ 7th Ave.）アルバム『奇蹟のカンパ
ネラ』のミリオンセラーで知られるピア
ニスト、フジコ・ヘミングさんのリサイ
タル。ショパン、ドビュッシー、リスト
の作品を演奏する。入場料：$35 〜 $45　

詳細は https://www.carnegiehall.org/

THEATRE/DANCE
■ブライアントパーク・ムービーナイト
＝ 8/15 までの毎週月曜　20:00　Bryant 

Park（Corner of 42nd St. & 6th Ave.）夏
の人気無料イベント。会場は午後５時か
ら入場可。今月のラインナップは、6/20 
クリード、6/27 ヘアスプレー　
詳細は https://bryantpark.org/
■サマー・ムービーナイト＝金曜の日
没 後　The Intrepid Sea, Air & Space 
Museum（46th St. & 12th Ave.） イ ン ト
レピッド海上航空宇宙博物館の甲板で開
催される無料の映画上映会。午後 5 時
ドアオープン、8 時半までに入場する。
6/24 E.T.、7/29 スタートレック 2：カー
ンの逆襲、8/26 ブレードランナー。

詳細は https://www.intrepidmuseum.org

ART
　

■クールジャパン・ムーブメント・イ
ン・ニューヨーク 2022 ＝ 6/20 〜 6/25　
Gallery Max NY（552 Broadway, Suite 
401, Buzz #9）東京・銀座に拠点をおく
国際アートサポート・ジャパン主催のグ
ループ展。現役の美大生からベテラン作
家まで総勢 69 人の作家が絵画、日本画、
写真、書などを展示する。オープニング
レセプションは 6/22 午後 6 時〜 8 時。
詳細は https://artspheres.org/
■宮本和子展覧会「宮本和子：挑む線」
＝ 7/10 まで　Japan Society（333 E 47th 
St.）60 年代に男性を中心に発展を遂げて
いたミニマリズム運動に風穴を開け、貢
献した宮本の美術機関での世界初となる
個展。入場料：一般 $12、学生・シニア
$10、JS 会員無料。
詳細は https://www.japansociety.org
■大河原典子個展＝ 7/16 まで　郷さくら
ギャラリー NY（501 W 20th St.）日本画
家、大河原の日本国外での初となる作品
展。金箔を使用した植物画作品を中心に
大小さまざまな 15 点を展示する。入場
無料。日・月は休廊。
詳細は https://www.satosakuragallery.com
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